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例　　憲

』本書は善通寺商教育委員会が平成摘年度国庫補助事業として実施した淘埋蔵文化財調査事業

（善通寺市内遺跡発掘調査事業津発掘調査報告書である。

望め　本事業は善通寺市善通寺町　…狛善通寺旧境内のH蟻Z監院にお折等平成蟻年射臓　の23日

拍次調査言成h年8月5日から8月臓酎　次調査淘間善通寺町　…　…頼善通寺隊商跡o

H蟻ZZAMこお齢等淘平成蟻年7月乱打から7月蟻目まで淘　同文京町　…瓜酎四国学院太学構内

遺跡ゆH蟻弧抱月こお齢で淘平成蟻年は月3日からは月摘目まで淘　閣善通寺町字太池東（菊塚古

墳のH蟻監抱にお射て淘　平成蟻年五臓鼠目から護持臓の目　で確　聞善通寺町字伏見奥樽池商手

紺腺壊乱掛捌儲撒慌釦嵩紗詳㌃言動鼠路牢㌢鉦臓絆から謂朋摘招ま誉発掘調査を実施し海　調査

中および調査終了後に各遺跡の調査資料と出土遺物の整理作業を実施した。現地調査0整理作

業は淘　善通寺市教育委照会文機振興室　室長補佐　笹川龍一…止の指導の協力のもと鶴　間主事　渡

遵淳子が担当した。現地調査および整理作業に参加した調査瀾助層は下溺震記す。

詔。本書の親筆は渡遵および淘　善通寺市役所　海遼博史海　関商太学太学院生　長江東翻、関西太

学文学部考古学研究室　米田裕貴子0枚柑祐番や森田浩史淘　掴国学院太学考古学研究部　田柑

隆明が行りた。事筆分担は海相章第5節まとめを長江の海過が淘　第五章の第2章第2節②き柑

章第3節諸鐙の間4節義類を海連が海相章第五節土師器高塚瞳長江が淘同第摘土師器相も

コップ型士製品瞳田村が海相章第2節須恵器壷瞳森田が淘　開放瞳米田が、同様瓶瞳松

村が鴻　その他を渡遵が行りた。また鴇　丸亀市文化財審議委員　遠藤　義民より玉稿を勝頼』ノ柑

章2に掲載した。編集は渡適が行った。

4。各遺跡の実測は淘渡遵および調査補助員が行った。写真撮影は渡連が行った。また本書に掲

載した挿図の実測の梨園は淘平成摘年度出土遺物　須恵器を長江の米田の松村の森田が、土師

器を田村が鴇遺物出二親太泥団および諸鐙、豆類を海連が淘その他は渡遵および調査補助員が行り

たほか淘片桐節子氏の加藤恵子氏のご協力を得た。遺物の接合検討鴻復元作業は平成摘年度菊

塚古墳出土遺物（土師器0須恵器）を淘長江の商用英志の森田の伊藤　諭の森‾下落企e米Ⅲの松

村も田相が淘　その他を渡過の海連の田村が行った。なお、遺物実測図中、土器の断面は黒塗り

が須恵質、白抜きが土師質鴻網掛けが瓦の瓦質土器0陶磁器を表す。遺物の写真撮影は菊塚古

墳平成摘年度出土遺物諸鐙を王類瞳海連が淘　同土師器の須恵器瞳長江が淘　その他を渡遼が

行リた

ゆ　菊塚古墳の調査および整理作業には淘　関西太学文学部考古学研究室代表　米田文孝教授）

の、樽池酋手山頂墳3号の調査および整理作業には潟　東良太学文学部文化財学科考古学研究室

（代表　植野浩三講師）の全面的なご指導鴇　ご援助を頂いた。香川県埋蔵文化財調査センター

片桐孝浩氏には淘現地指導および報告書作成について多太をご指導を頂いた。また淘事業実施

および本書の編集にあたりてほ淘　汰の方々の機関よりご教示淘　ご協力を得た。記して謝意を表



します。

香川県教育委員会の香川県埋蔵文化財調査センターの学校法太閤国学院の囲国学院太学考古学

研究部の総本山善通寺の高畑精麦株式会社の独立行政法丸文化財研究所奈良文化財研究所のパ

リノ㍉サーヴェイ株式会社の東　信男の安藤文良の入江秀信の太久保徹也の遠藤　亮の太野安和の

小野秀幸の門脇範子の加納弘之の川端　聡の蔵本晋司の小林謙一の佐藤竜馬の白川雄一一の角南

－－．　　　　　　　　　－　　　　　一

藤好史朗の松田朝由の松下孝幸の松下真実の松本和彦の宮脇武一の森下英治の山田哲也の山元

敏裕の渡部明夫（順不同の敬称略）

・・∴「了：∵

発掘および整理作業上高田晃裕の奥山広規の山口通弁の具志堅有紀の福山博章（奈良太学文

学部文化財学科考古学研究室主土井辰富の田村隆明の田辺　茂の三好健斗の久洗米孝浩の寺

島有紀の宮井文子（四国学院太学考古学研究部主著同僚孝の横山正幸の松木揺子（四国学院太

学学生）

（整理作業上細川晋太郎の長江東和（関西太学太学院生主伊藤　論の森下真金の米田裕貴予の

松村祐香の商用英志の森田浩史（関西太学文学部考古学研究室主片桐節子の加藤恵子

発掘作業員

倉田　貢。田中洋次
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第1章　遺跡周辺の位置と環境

善通寺市は香川県西部の内陸部に位置し、真言宗開祖の弘法大師（空海）が誕生した場所として

有名な田園都市であり、総本山善通寺の門前町として発達している。

東は丸亀市、西は三豊郡高瀬町・三野町、南は仲多度郡琴平町、北は仲多度郡多度津町と境を

接している。

善通寺市周辺に広がる丸亀平野は、土器川や金倉川・弘田川の土砂堆積によって形成された香

川県下最大の沖積平野で、これらの河川による扇状地・氾濫原・小三角州などから形成されてい

る。南から北に下る緩やかな傾斜になっているため、たいがいの場所から瀬戸内海や対岸の岡山

方面を望むことができる。この河成沖積層の土壌は、下層が灰褐色のマンガン結核を含む黄褐色

砂質土層、表層70－80cmが強粘土質砂礫層で構成されており、通常弥生時代以後の遺構はこの下

層上面に遺存している。この黄褐色砂質土層中には、まれに縄文土器片が包含されていることが

知られていたが、四国横断自動車道路建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査などによって、この土層

は縄文時代後期から晩期にかけて堆積したことが確認されている。

善通寺市の北には、讃岐の中世山城跡を代表する天霧城跡が山頂部に所在する天霧山、西から

東にかけては、火上山・中山・我拝師山・筆ノ山・香色山が麓を連ねて並んでおり、五岳と呼ば

れる．これらの山塊は、あたかも五枚の屏風をたてかけたようにそびえていることから、この山麓

の地は屏風ケ浦とも呼ばれ、古くから信仰の対象であった。その南には、中山に連なる東部山・

有岡の里を経て大麻山がそびえており、平地には鶴が峰・磨白山・如意山・鉢伏山・甲山などの

小丘が散在している。

瀬戸内海の南岸に位置し気候と風土に恵まれた丸亀平野は、古くから文化が開けた土地であり、

丸亀市の中ノ池遺跡、善通寺市の五条遺跡、善通寺市から多度津町にかけて広がる三井遺跡など、

弥生時代前期から中期にいたる同時代の遺跡群が知られている。中ノ池遺跡では環濠と想定され

る三重の大藩が検出され、弥生時代前期古段階の弥生土器を中心に、一部中期的様相を呈するも

のまで出土している。三井・五条遺跡では遺構・遺跡の範囲などについては現在も詳細は不明で

あるが、出土した弥生土器は畿内第I様式中段階から新段階に相当することが確認ざれている。

これらの遺跡群は自然堤防上に立地しており、現在の海岸線から2－3kmの距離があるが、当

時の海岸線が現在の標高5m付近と推定すれば、三井遺跡や中ノ池遺跡などは海岸部に形成され

た集落であることがわかる。更にこれらの遺構が遺存する黄褐色砂質土層とこの下の洪積層の間

第1図　善通寺遠景

背後の山は左端から大麻山・香色山・筆ノ山・我拝師山（この手前の小丘が甲山）・中山・火上山
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には淘　縄文時代後期から晩期の生活痕が確認されて折る。また淘　綱田横断自動車道路建設に伴う

埋蔵文佗財の発掘調査によりて∴市内吉原町から旧石器　出土してお、現在のところ本市の古

代文化は約2腕ノ　万年前　で遡ることが登　る。

善通寺市街地の北一帯には淘　香川県を代表する弥生時代の中枢的な集落遺跡がある。丙は筆の

止の山裾から淘　東は四国農業試験場の敷地にまでおよんでお　淘　ここが旧陸軍第十一…あ師団の練兵

場用地であったことから旧練兵場遺跡と呼ばれて折る。

昭和渕年頃の開園農業試験場の用地整備王事に伴って淘　弥生時代前期から後期にかけ竃の小児

壷棺十数鰯の多数の土器淘　石器類が出土した。また海　県道整備王事の際に田立病院付近から弥

生土器に加えて須恵器や小玉などが太量に出土したことなどから鴇　遺跡は弥生時代のみならず淘

古墳時機にまでお盗んで折ることが確認された。

旧線農場遺跡はこの豊　に広齢範囲におよぶ呼能性が強いばか　でな　淘　弥生時代前期から後

期淘古墳時代にかけての連続性が考えられる淘県－　で　例のない存在であることが分かりて折る。

ただ淘　最近の調査によりてこの旧線農場遺跡は幾肇かの用道によりで分断されていることが判明

し淘　旧練兵場遺跡群としてとらえた方が良いと考えられる。

この遺跡群では淘　これまでに数多　の発掘調査が実施されている。以下、主を調査を順に紹

介する。総本山善通寺の西に流れる弘田用沿齢で昭和毀年に実施された善通寺商遺跡では鴇　弥生

時代後期から古墳時代にかけての用水路が検出され淘　多数の小型丸底壷の船の確や様相などが出

土してお　淘　生活基盤である水田蟻の拡太が行われたことや古齢藩の廃絶に倖　祭祀が行われた

ことが確認されている。昭和粥年には淘　遺跡群の東端部に所在する白鳳時代建立と考えられる善

通寺の前寺の仲村廃寺（伝導寺跡）の発掘調査が実施され鴇　寺域の北端やその下層の弥生時代中

期から古墳時代にかけての遺構が検経路れた。昭和渕年には淘　善道寺西遺跡から弘田川沿いの約

醐椚n下流に所在する彼プ宗遺跡の発掘調査が実施されたが淘　ここでは約蟻の融の調査区から弥

生時代中期から後期にかけての爛棟以上の竪穴住居の′、児壷棺菜摘基を無数の桂衆と士坑群淘　古

墳時代の掘建柱建物跡2棟とそれに伴う水路、二重の周溝をもり多角形壇の基底部など淘　多くの

遺構ゆ遺物が確認された。特に弥生時代終末期の竪穴住居からほぞの廃絶時の祭祀に用いられた

と考えられる倣製内行花文鏡片の懸垂鏡や銅鉱淘　多数の王類が出土しており淘　この地区における

弥生時代終末期の動向を推測する一挺で注目されている。昭和醐年には被ノ宗遺跡から東に純減の

mの仙遊遺跡で弥生時代後期の精義石棺と小児壷柁墓3基が発見されたが淘　この箱式石棺の石樹

には太れ豊を施した人面や鳥の絵の他海　港弧文状の文様が一面に線刻されていたことから全国的

な話題となった。その後も淘　国立善通寺病院や四国農業試験場などではこれまで頻繁に発掘調査

1：阿弥陀堂遺跡　2：高熊遺跡　3：乾遺跡　4：中村遺跡　5：永井遺跡　6：稲木遺跡群　7：金蔵寺下所遺跡

8：五条遺跡　9：九頭神遺跡群10：石川遺跡11：甲山北遺跡12：旧練兵場遺跡群13香色山遺跡群14：四

国学院大学構内遺跡15：生野本町遺跡16：生野南口遺跡17：御忌林道跡18：我拝師山遺跡群19：鶴が峰西

麓遺跡　20：瓦合遺跡　21：南原麻坂遺跡　22：北原シンネハエ遺跡　23：下吉田八幡古墳　24：丸山古墳　25：鶴

が峰4号墳　26：磨臼山古墳　27：王墓山古墳　28：宮が尾古墳　29：野田院古墳（24～29：国指定史跡　有岡古墳群）

30：鶴が峰山頂古墳　31：御館古墳　32：岡（南光）古墳群　33：丸山1号墳　34：丸山2号墳　35：寺田1号墳

36：寺田2号墳　37：熊の巣古墳　38：大麻山椀貸塚古墳　39：大麻山経塚古墳　40：宮ガ尾2号墳　41：瓦合1号墳

42：大塚池（吉原椀貸塚）古墳　43：北原古墳　44：善通寺伽藍　45：仲村廃寺　46：野田院跡　47：香色山経塚

48：仲村城跡　49：甲山城跡　50：菊塚古墳　51：三井遺跡　52：樽池西手山頂墳3号

第2図　凡例
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が行われているが、いずれの調査でも住居跡が複合し密集した状態で遺存しており、正確な集落

の規模は今　把握で　ていない。この遺跡の東側には九頭神遺跡の稲木遺跡e石川遺跡と続いて

いる。

また、ここから北方に広がる善通寺平野には淘　旧練兵場遺跡と同様に弥生時代の古い時期から

古墳時代にかけての太規模な集落遺跡が幾つか知られている。まず旧練兵場遺跡から北方渕m

あた　には九頭禰遺跡があ、ここでは昭和氾年に都市計画道路改良工事に伴う発掘調査が実施

され、弥生時代後期頃の竪穴住居や小児壷棺墓の箱式石棺墓などが確認された。九頭神遺跡から

東方渕mあたりには弥生時代から古墳時代にかけての遺物が多量に散布することで知られる石

川遺跡が広がるが、未調査のため詳細は不明である。丸頭禰遺跡の北方に隣接する稲木遺跡では、

開国横断自動車道路建設に樽　調査が昭和油年から昭和郷年にかけて頂　また県道善通寺自方線改

良工事に伴　調査が昭和削年度と昭和鵬年度の二度寮施されており、弥生時代から古墳時代にか

けての竪穴住居群や墓地、中世の建物跡群などが確認されている。旧地形をみると、これらの集

落遺跡群はいずれも複数の旧河遺間に形成された微高地に営まれたものであり淘　これまでの調査

結果からもげれも同時期に併存したものであることもわかる。したがって弥生時代頃の善通寺周

辺部払息∵太集落’というよりはむし濁声摘邸が誕生していたと考えた方が良いか　知れない。

また、善通寺市内からほ与北山の障山遺跡で平形鋼剣3日、太麻山北麓の瓦谷遺跡で平形鋼剣

2mの細形鋼剣5日の中細形銅鉾1mの計　に、我拝師山遺跡では計3カ所から平形銅剣5ロe

－′　　　　、　　一　　　　　　　　　　一　一1－1、　　　1　　　　　　　　　　　　　－

場遺跡では淘小銅鐸をはじめ複数個の銅鐸片が出土し話題となった。市内出土の弥生時代青銅器

の数が県下出土数の約4割を占めていることは特筆すべきことである。旧練兵場遺跡群や周辺部

の遺跡群を本拠とした集団との関連も注目される。

やがて弥生時代に開始された稲作文化は完成期を迎え、丸亀平野の肥沃な生産基盤を背景に、

独自の技術を持った特定の有力者が潅漑治水事業などを行い耕作面積を増太させた。この勢力が

地域を代表する権力者となり有岡地区を中心に数多くの墳墓を築くようになるが、古墳時代を迎

えこの地の勢力はさらに発展を続ける。

この頃の集落域は硯市街地の北方と東方に広がりを見せ、市街地の南西部の丘陵部が墓域と推

定される。この地区の古墳は確認されているだけでも4㈱基以上を数え、中でも香色山の筆ノ山の

我拝師山で北部を、太麻山で南部を限られた弘田川流域の有岡地区は、前方後円墳が集中する地

域として有名である。

まず古段階の古墳としてほ淘太麻山山麓中でも比較的高所を中心に太麻山椀貸壕、太麻山経塚、

野田院古墳、御忌林古墳、太窪経塚古墳、丸山1号の2号壇など数多くの積石塚が築かれている。

御忌林古墳と丸山2号墳以外は全て前方後円墳であり淘横着塚古墳分布範囲の義酋限に位置して

いる。中で　野田院古墳は、標高朝m平地との比高差約欝m）という全国的にも有数の高所に

立地する丸亀平野最古級の前方後円墳である。太麻山北西麓のテラス状平坦部に立地しており、

前方部は盛も復円部は横着で構築されている。史跡整備に伴う発掘調査によって壷形土器が多

数出土した。また淘後閏部と前方部の具体的な構築方法を確認するなど、多くの成果が得られた。

築造年代は3世紀末境と推測される。

また有岡地区の平地部分には、前期から後期にかけての多数の前方後円墳が直線的に並んで築

かれている。北東から南西方向に順に生野鐙子塚古墳（消滅）の磨白山古墳の鶴が蜂2号墳（消滅主

…4…



鶴が蜂4号壇の丸山古墳の王墓山古墳の菊塚古墳が知られており鴻　その状況から同一系譜上の首

長墓群と考えられているが、中で　その中央の、丘陵上に築かれた王墓山古墳は一際目を引く存

在である。王墓山古墳では淘石屋形を有する横穴式石室が検出され、内部からほ金銅製冠帽や象

溌付き鉄刀淘　多数の馬具の鉄製品の装飾品の土器などが出土した。また淘菊塚古墳でも石屋形を

検出し、多数の遺物が出土した。

古墳時代後期未になると太麻血力麓部を中心に群集壇が多数出現する。現存する群集壇の中に

は線刻画で装飾された横穴式石室が計8基確認されており淘　それらが共通モチーフを有している

点は太変興味深い。宮が尾古墳もそのひとつである。線刻画ではそのモチーフの正体を把握しに

締鴫のが多いが、宮が尾古墳には周辺の装飾古墳と共通したモチーフのほか、太物群や船淘騎

馬尤物が具象的に措かれてお、装飾古墳を考える上で極めて貴重な存在と考えられている。

この頃の丸亀平野は金食用の東が那珂郡、西が多度郡と呼ばれており、多度郡には佐伯直一族

が勢力をもっており、有岡一帯の前方後閑壇群にりいても佐僧の一代系譜の墓とする考えが有力

である。

やがて仏教の伝来に伴い、白鳳期には佐伯氏の氏寺である伝導寺（仲村廃寺）が旧練兵場遺跡の

一角に建立される。しかし、この寺は短期間で消滅し、後に渕m程南面に移転された　のが硯

．一　　一一一一一一　　　　　一
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長安の青竜寺を模して今の伽藍の場所に真言宗最初の根本道場として善通寺を建立した。創建当

一　一　　一．　　－　′　　　　　　　　一一　　　　一　、　　　　・1　　　　　　　　　　　　．

といわれているが、平安時代未頃から鎌倉時代、そして南北朝時代にかけては淘社会環境の太き

な変化に伴い幾度も荒廃の危機に曝された。これを反映するように淘　善通寺の西側に隣接する香

色山山頂では平安時代未頃の経塚群が確認されている。末法思想を背景として、この地を活動の

基盤とした豪族（佐伯民）や善通寺の僧侶達が造り上げたものであるが渦　中には子孫のために経筒

などの埋納場所を事前に確保しておいたとみられる上下二段構造の経塚（香色山1号経塚）が、平

成9年夏に発見され注目を集めた。

善通寺は戦国時代、永禄元（1558）年には香川の三好両軍の戦火により焼失してしまう。その

復興が始まるのは、やがて江戸時代に徳川幕府が封建制度を確立してからのことであるが、四国

九十九カ所巡礼や金毘羅参　が全回的な信仰行事となるのほこの頃からであ　淘八十武力寺のう

ち瓦力寺が硯市内に所在するこの地域は、総本山善通寺を中心に門前町として活気を取り戻す。

明治29（Iの釦年には陸軍第十一師団が竃置され、門前町に加えて軍都としての性格を帯びる豊

にな、これに伴い道路や鉄道が整備された。この頃建設された洋風デザインの建造物群は市

街地に今も多数残され、独特の景観を呈している。

これにより善通寺町として都市化が始まり誹召和29（1954）年3月凱目に竜川村の与北村の筆同相の

吉原相との合併により市制が施行され善通寺市が誕生し、現在に至っている。
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第慧章　善通寺旧境内

第肇節　調嚢の経緯度経過

総本L且善通寺は平成緋軒に創建臓の年を迎える。それに伴齢昨年度羞　境内整備が進められて

射るが淘約測年前の部分的な調査畏縮こ確認調査などほ実施されておらず淘遺構の状況などが不

明でありた。そこで淘本年度は昨年度に続　構造物建設予窪地にお射て海確認調査を実施した。

調査は他遺跡の調査の関係から断続的に縛りたため淘評　決におよんだ。調を方法は該当地に任

意でトレンチを設定し蚤機および鬼瀬にぞ掘削を縛りた。そし貰土層断蘭の観察淘写真撮儲鴻船

尾謝分の　で翻刻纏を行った。なお淘遺跡が県指定史跡に指定されて折ると齢　重要性を勘案し淘

調査面積および下層の掘削は最剃規に留めた。

なお淘今年度がダ調査は昨年度羞　行われ若齢る旧境内関周塀沿齢の調査の続　である。昨年度

紺諷登晋は北西部淘東南部で軒経の土手状遺構を検出して折る。またさらにそ汐下層では淘弥生

時代の包含層が存在することが確認されて齢射第確聞。以鶴概要を説明する。

第詔図　調査地健置図　拍：5超の◎∋

つ主一一



平成15年度調査区

■細‥‥‥平成16年度調査区

第4図　トレンチ配置図（1：1，000）
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平成15年度調査の概要

第　⑳翌凍調査　旧境内商面の中門北部分で複ヶ所調査区を設定した。第鼠～4トレンチとも

に商北方向の土手状遺構を検出した。土手状遺構は大き環二層に分かれ、上層と下層督遺物に時

期差が認められる。出土遺物から推察して土手状遺構の年代は鴻　上層は室町期淘　下層は中世前半

と推定される。さらにその下層には古墳時代の遺構および弥生時代の包含層が確認された。

監第3次調査ヨ　旧境内南東部の五重の塔北側に該当する。中世の遺物包含層を検出した健は淘平

面の断面ともに明確な遺構は確認できなかりた。

監第堵凍調査溺　旧境内南東面に該当する。東西方向の土手状遺構を検出した。土手状遺構は太き

く二層に分かれ淘　上層と下層で遺物に時期差が認められる。第鼠　の2次調査で検出した土手状遺

構同様淘　上層は室町期淘　下層は単勝前半の年代を比定で　る。　次調査で検出した弥生時代の包

含層は確認できなかりた。

第5次調査　旧境内の西南隅で淘　　ヶ所調査区を設定した。中世以降の遺物包含層のみで鴇　平

面の断面ともに明確な遺構は確認できなかった。

調査同誌摘那

第　凍調査∋

4月22日（本）天候：暗

伽藍南西塀の西側の南側にそれぞれ1ヶ所、合

計2ヶ所のトレンチを設定する。重機掘削のち淘

1トレンチの壁面精査を行う。断面で土手状遺構

第2次調査ラ

8月5日（木）東棟：暗

伽藍北塀に合計3ヶ所のトレンチを設定する。

1・」トレン子の重杭州刷を行う　その廿里面精

査領　土層断面図の作成、写真撮影をする。

8月6日（金）天候つ構

3トレンチの重機掘削を行う。その後壁面精

査、士層断面図の棒成、写真撮影をする。下層の

士層堆積状況を確認するため重機で深掘りしたと

ころ淘　ピットを検出する。捜士の遺物を取り上げ鴻

現地での調査を終了する。

＿　　　　　1・∴－’・　．

を確認する。

4月23日（金）天候：晴

2トレンチの壁面精査淘　断面図の作成をする。

8月9日（月）天候：暗

圭内工て、出上遣物の水洗を行う

8月摘自　火　天候　晴

室内にて図面の写真整理を行う。

8月1摘（水）

圭内工て、

8月12日（木）

室内にて淘

8月鼠3日（金）

圭再工て、

天候：暗

出土遺物の実測を行う。

天候：曇

出土遺物の実測を行う。

天候：曇

出土遺物のトレースを行う。

㊦遺構

第　凍調査　調査地は善通寺旧境内の南西辺に該当する（第3回）。第1トレンチは酋壁に第

2トレンチは南壁に鴇　それぞれ塀に直交するように温本ずつトレンチを設定した（第4回）。

第鼠トレンチの士層は表土を除くと淘　2層に分層できる（第5図）。第鼠層は淘　浅黄褐砂質土で

ー8－



第2トレンチ西壁

③

の　　　　　　！
／

～叫叫叫一叫叫一叫一㌢ア

／

／ LN、）
211‾1

（り暗茶褐色砂質土「表土」

任）減黄褐色砂質土

⑤浅黄灰色砂質土（橙色礫含む）
「土手状遺構

（1、一階茶褐色砂質土（瓦、陶器、礫多量に含む汗撹乱層」

（葛淡黄灰色砂質土「近世の包含層」

⑦炭混黄褐色砂質土「近世以前の包含層」

（＿＿、＿＿＿．．．，仙＿，．．，＿．．．、山〟叫　＿＿れ＿　－

第5図　第1次調査　調査区土層断面図（1：40）

ある。土層②が相当する。土手状遺構上部に該当し水平に堆積している。締ま　はやや悪い。第

2層は、土手状遺構下部に該当サ竃。土層③が相当する。浅黄灰砂質土で、橙色礫を含む。第鼠

・　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　．

－　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　、　　　　－

に相当するかほ特定できなかった。

第2トレンチの土層は撹乱を除くと、2層に分層できる（第5図）。第　層はいぶし瓦や土器を

含む近世の包含層で淘　水平に堆積している。第2層は、第　層の下層に位置し水平に堆積してい

る。炭混黄褐砂質土で遺物を包含していないため時期の判別は困難であるが、現状では近世以前

．　　　一　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

状遺構は淘　検出されなかった。旧境内南辺は現在法面を石垣で補強した土手となっており、上部

に塀が建てられている。付近の調査平成蟻年度5次調査C　レンチ、4次調査で　撹乱0削平

を受けており淘　当トレンチはおそらく石垣の構築等で、遺構が削平されている可能性が高い。

…9－



第2次調査　調査地は善通寺旧境内の北辺に該当する（第3囲）。北門をはさんで東側に第1

トレンチ淘　西側に第2の第3トレンチとそれぞれ塀に直交するように合計3つのトレンチを設窟

した（第4図）。

－　　　　　　　　　－－　　　　　　　　　　－　　　　－　　　　　、

く含む包含層である。士層⑥が該当する。出土した土器は砕片で著し　摩滅してお、二次的な

堆積によるものと考えられる。第2層は褐痍砂貿土で北壁塀よ酢蛸mの地点で北から南へ下方

に落ちる。土層⑦が相当する。遺構の形状から土手状遺構であると推測される。

一　　　　　　、　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

該当する土層⑦である。第2層は土手状遺構下層に該当し淘水平に堆積してお、締ま　は良い。

土層⑧の⑪が相当する。第3層は土手状遺構の流出土であり淘　土層⑨の⑲が該当する。

第3トレンチは、表土の撹乱を除くと淘　複層に太別できる（第6囲）。第鼠層は土手状遺構上

層に該当する土層④である。第2トレンチ土層⑦と同じである。第2層は土手状遺構中層に該当

し、水平に堆積している。土層⑥ゆ⑦が相当する。第3層は土手状遺構下層に該当し淘水平に堆

積してお、締ま　は良い。土層⑨の⑫が欄当する。第4層は弥生時代の包含層である。土層⑲

～⑯が該当する。炭混じりの黒褐色士で、一部焼土が薄　堆積している面がある。⑭の⑮の上面

からほ、ピット2基を検出した。ピット且からほ弥生土器片と須恵器壷片が、ピット2からは弥

生土器婆が出土した。

各　レンチで共に土手状遺構を検出している。各土手状遺構の相互関係は、第2トレンチ土手

状遺構上層仕層⑦）に第3トレンチ土手状遺構上層（土層④）が相当し淘　第1トレンチ土手状遺構

（士層⑦）に第2トレンチ土手状遺構下層（土層⑧ゆ⑪）と第3トレンチ土手状遺構中層（土層⑥の

⑦）が相当する。

②遺物

監第頂旗調査溺（Dは唐草文軒平瓦である。重機掘削中排土より出土した。焼成はやや不良で

土師質である。瓦当端部の摘％程度しか残存していない。素文禄の瓦当に退化した1柔構成の唐

草文を配する。顎の形態は段顎で淘　乎瓦部の凹面には布目の痕跡が、凸面には縦方向のナデ調整

が認められる。平瓦部と瓦当部とが接合している内面には粘土が充填されており、接合時の横方

向のナデ調整が確認できる。

監第2次調査ヨ（Dは須恵器杯身である。〕第2トレンチ⑪より出土した。日録部は欠損してい

る。休部はやや内尊気味に立ち上がり海　底部との境界部には外側に若干踏ん張った高台を貼り付

ける。調整は内纏綾　に横方向のナデ海　底部は回転㌦＼ラ別　である。色調は内外面と　に灰白

色、焼成は良好淘残存率は高台部蟻％である。＄健妃前半頃と思われる。（2）は須恵器杯身である。

・・　　　：・、・・　　一　　　　　　・　　　　一

を持つ。休部は強いナデ調整による稜線がみられる。器壁は薄い。底部は一部しか残存せず詳細

は不明である。内外商とも回転ナデ調整、色調は内外面ともに灰色、焼成は良好、残存率は打線

部摘％以下である。（3）は須恵苦杯蓋である。第3トレンチより出土した。日縁部のみが残存す

る。杯部は途中より屈曲する。端部は丸く収める。内外面と　回転ナデ調整淘　色調は内外商とも

一　　　　　　　　　　　　　　　　　、－　－　　－　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　－

世紀後半頃と思われる。（4）は須恵器婆である。第3トレンチ⑫より出土した。ロ縁部のみ残存

・一一1（）・で一一ロ



第3トレンチ東壁

ノH黒褐色土「表土」

宰相YR4成婚茶土フロック混灰藁褐土（締まり悪い）

′3）25YR5／3黄褐土（瓦含む）「撹乱j

4）はY掴／3にぷい貴褐土（締まり悪い、瓦多選に含む）「撹乱j

′引用YR8／黒褐色貼質土締ま　苦い汗撹乱」

簿、用Y剛／4黄土フロック混褐色土（弥生土器片多く含む）

′7柑YR考パ褐灰砂策士（弥生土器細片含む汗土手状遥棉」

り用YR4／3にぷい黄褐土「表土」

訪持前まJ撹乱」

C3）炭混黒褐色土「撹乱」

C4）柑YRア／2にぷい黄橙土（摩滅した土器細片が瓦含む日渡乱」

こ5）柑YR4／2灰黄褐土（雅に由来する鴫茶土フロノク混、締まり悪い）

′6）25Y3／1黒色粘砂（コンクリ…卜裏込めや石を多く含む）

こ7二、10Y陶／2灰貴褐土（土器片e瓦含む汗土手状遺構上層」

′酌柑YR4／1褐灰砂質土（土器片や瓦含む、やや締まる）「土手状遺構

下層」

（9つと10YR6／2灰黄褐砂貿土（土器片e瓦含む、締まりやや苦い汗土手

纏　　　　状遺構下層流出土」

的柑YR6絹にぷい黄橙土土器片含む、締まり良い汗土手状遺構

下層流出土j

輔用YR3／1黒褐色土（土器片含む、締まり良い汗土手状遺構下層」

〔1）2トレンチこりと同じ（瓦含む）「表土」

′2〕2トレンチ（2）と同じ「撹乱」

／3）柑YR3／2黒褐色粘質粗砂（瓦含む）「撹乱j

薄）2　レンチご7度同じ「土手状遺構上層」

！5〕2トレンチ㈲と同ル

ぐ6〕柑YR4／4褐色土（暗茶土フロソク含む）

′7ノ柑YR5／4にぷい黄褐色土（土器片含む）
［土手状遺構中層」

（8〕10Y掴／2灰黄褐色粘策士（締まり悪い）「土手状遺構中層流出土」

ご9）10YR堵／4褐色粘砂（土器片含む汗土手状遺構下層」

胸10YR4／3にぷい黄褐色土（土器片含む）

の井伊膵摘／1褐灰色粘質土（土器片含む汗土手状遺構下層流出土」

は）徳用YR3／2黒褐色粍質土偶土フロノクe土器片含む、締まり鮎、）

「土手状遺構下層」

纏柑YR2パ黒色粍質土黄土フロック絹針焼土多量に含む、締ま

り良い）「弥生時代包含層」

さ擾5YR6相にぷい黄色粘質土茶土フ［コック多量に含む）「弥生時

代包含層」

汚125YR4／2暗灰黄色粍質土（黄土プロソク含む）「弥生略怜暫釦削

拘25YR6／6明黄褐色粘策士（茶土フロンク混、締まりやや悪い汗弥

生時代包含層」

第6閑　第2次調査　調査区平⑳断面図　拍：磯の）

…つ1－－



する。出様部は外放し淘　端部を折

り返して玉線状に整形する。内外

癖とも回転ナデ調整淘　色調は内外

面ともに灰白色、焼成はやや不良淘

残存率は田縁部翻％である。（5主

（6）は須恵器杯身である。いずれ

も第3トレンチ⑲の⑲より出土し

た。（5）は受け部のみが残存する。

立ち上がりほ内側にほぼ直線的に

伸びる。端部は欠損する。受け部

は短　淘　断面は鋭い三角形状を呈

する。受け部上面には焼成時に付

・、　一一・

する。内外商とも回転ナデ調整、

色調は内外面が灰色、断面が赤灰

色、焼成は良好堅赦、受け部より

下部は高温のため鴻　器壁がガラス

化している。残存率は受け部摘％

、

部上半部が残存する。立ち上がり

ほ内側に直線的に伸びる。端部は

欠損する。受け部は短く淘　断面三

Y、’∴、
＼

l‾・、、　　　　　　　　　　　　ヽ

滑載′プ
ヽ

＼遠
く　　　　　　　　　・ニ‾

．｝・．・チこ

第7図　1次調査出土遺物実測図（1：4）

第2トレンチ、t、

第3トレンチ

二二二壌三二3

…擬去

ノ如軋

ニ趣9
第8図　2次調査出土遺物実測図（1：4）

角形状を皇する。受け部上面には

焼成時に付着した蓋の端部がごく－A部残存する。内外面とも回転ナデ調整、色調は内面が灰色淘

外商が灰色～暗灰色、焼成は良好堅擬、残存率は受け部20％である。（5）の（6）いずれも田辺編

年のMT蟻～TK摘併行期に該当し淘　世紀前半～中葉頃と思われる。（7）は弥生土器高杯である。

第3トレンチ⑱より出土した。杯部と接合する脚部上半のみ残存する。脚部は外方向に外反しな

がら開く。内面はナデ調整海外面は縦方向のパケ調整である。外商に赤色顔料が明瞭に付着する。

色調は内面が褐色、外面が赤褐色（赤色顔料部分）～にぷい黄褐色、断面がにぷい赤褐色を皇する。

焼成は良好、残存率は脚部の接合部のみ摘％である。（8）の（9）は弥生土器婆である。いずれ

も第3トレンチピット2より出土した。（8）は頚部から体部半ばまで残存する。目線部は欠損す

る。頚部は明瞭に屈曲する。体部は弧を措き鴻　下部へいくにつれ器壁が薄くなる。下半には二次

焼成による煤が付着する。内面は頚部接合部より上側が横方向のナデ調整、体部は縦方向のケズ

ーブのちハケ調整で、部分的に指オサエの痕跡が残存する。外面は頚部から休部上半は横方向のナ

デ調整、体部は斜め方向のパケ調整である。色調は内外面と　ににぷい黄橙色～にぷい橙色を皇

する。焼成は良好、残存率は頚部接合部で謝％である。弥生時代後期後半と考えられる。（9）は

底部から体部の一部のみ残存する。底部から体部への屈曲は明瞭である。外商に縦方向のハケの

ちナデ調整、内面はナデ調整が確認できる。色調は内面がにぷい黄褐色、外商がにぷい黄褐色～

橙色を呈する。焼成は良好、残存率は底部摘％である。

ー12－



第詔節　ま藍め

第　凍調査　第五　レンチにおいては土手状遺構を検出した。昨年度調査で確認した旧境内

西海中門北側の土手状遺構が中門南側まで続くことが判明した。〕

第2次調査　者　レンチと　に土手状遺構を検出した。旧境内北面でも土塁状の土手が存在

していたことが明らかになった。また第3　レンチについては淘　土手状遺構下層で弥生時代の包

含層およびピットを確認した。遺物は、包含層およびピッ　から須恵器古墳時代～古代沌弥生

土器を検出した。

以上のよ　に平成蟻年度は善通寺が昨年度に引き続き石造物設置を行う計画がありたため淘　そ

れに伴う小規模遼確認調査を行った。

2年にわたる調査で淘　旧境内の北面の西面の南面を取り囲むように土塁状の土手が存在してい

たことが確実となった。旧境内東面の調査は実施していないが、おそら　旧境内西周に土手状遺

構が巡るものと推定できる。土手状遺構の年代については鴻　昨年度の調査で上層を中世後半∴下

層を中世前半と位置付けて折る。今年度の調査では調査区が、規模だったこと　あ　遺物の出土

量が少なく時期の確定には至らなかったが、概ね昨年度調査と同様の年代と考えて差し支えない

であろう。

また昨年度旧境内西面北部で弥生時代の包含層を確認していたが、今回第3　レンチで同じく

弥生時代の包含層が検出され、新たに同時代の遺構　ピッ吊　検出して折る。他の第1　レンチの

第21、レンチにおいて　二次的な堆積による弥生土器を含む士層が確認されることから淘　旧境内

北部全体にわたり弥生時代の包含層が存在していた可能性が高い。弥生時代に当地に集落等何ら

かの尤為的痕跡があったことは確実であろう。さらに、昨年度第2次調査で古墳時代と思われる

遺構を確認している。今年度第2次調査でも包含層およびピットから古墳時代から古代の須恵器

を検出しぞおり∴古墳時代～古代の遺構があった可能性がより強くなりた。

これらのことから善通寺旧境内地は淘　善通寺創建以前から永続的に集落が営まれていたことが

窺える。

ー1：－3－－



第慧章　善通寺開所跡

第瑠節　調査の経緯藍経過

総本山善通寺は平成摘年に創建臓の年を迎える。それに伴齢昨年度よ　境内整備が進められて

おり淘　善通寺繭院誕生院で　建物の建設が予定されて折る。当該地は善通寺陣所跡と称され周

知の埋蔵文機財包蔵地として認知されて折る。本遺跡は竃覚3組瞞割年に番西成資により等稚成

された南海治乱記に鞠　阿波園の三好実体が香川流征討のため淘　長禄元拍流離年淘　金蔵寺に本陣

を構え金蔵寺隊商鞠　さらに軍勢を進め等善通寺に陣所を移したと齢　記載が鼠られる。芸の陣

所跡が現在の善通寺西院と伝えられて折る。

昨年度は建物建設が計画されて折る西院南東隅第　次調査比北東部第2次調査で確認調査

を実施した。第　次調査では淘　中能後半から近世にかけての藩淘　ピ、ジ　海　士坑を検出し淘　瓦の土

答が出土した。第　洗調査では淘　7健妃未から　世紀に遡る太規模な湛状遺構を検出した　第9

図）。

今回調査地はその北東にあたる。当地で納骨堂建設が計画されたため淘確認調査を行うことと

なりた。

調査区位置図（1：5，000）

…「「－



第10図　調査区配置図（1：1，000）

！ユー∫：こ三，j．～ミI；・′i・・

7月1日（木）天候：晴

調査区の設定を行う。調査区付近の材木。石材

等の移動をする。調査区付近に基準点を設置する。

道具の準備をする。

7月5日（月）天候：晴

午後から機械掘削を行う。調査区に太きな本税

があり、調査区全体を掘削することが困難である。

調査区の西半分の掘削を終えた。

7月6日（火）天候つ嗜

午前中は調査区東部の機械掘削を行う。南壁に

側溝を掘る。

7月7日（永）天候：晴

南壁も東壁の側溝掘りを行う。かなり暑い。

7月8日（木）天候：暗時々曇

調査区西部の遺構商精査をする。南壁e東壁の

分層をする。

－15．－－

4011ノ1

7月9日（金）天候：晴時々曇

引き続き遺構面精査を行う。検出した遺構を掘

る。土層断面図e平面図を作成する。

7月12日（月）天候：晴時々曇

調査区西部を重機で採掘りする。納骨堂工事掘

削の範囲である地下3mの範囲まで掘削する予定

であったが、礫層になり湧水してきたため土層確

認は2m付近までにとどめる。埋め戻しを行い完

了。道具の片づけをする。

7月五3日（月）天候：晴時々望

遠構図商などの整理を行う。水洗等出土遺物の

整理をする。

7月14日（火）天候：暗時々曇

遺構図面などの整理を行う　水洗等出上遣物の

整理をする。

7月蟻打　水　天候　暗時々曇

遺構図面などの製図を行う。



第窯節　調査の成果

⑧基本腰序

調査地は淘　西院誕生院北西部鞠　御影堂北の忠霊堂と尊修学院の間に位置する　第摘固。平成

蟻年度に調査を糖りた聖玉堂再建予定地の北東にあたる。調査区は納骨堂建設予定地内に任意で

東西鼠のmx南北4mのトレンチを設窺した。

基本層序は淘　表土の撹乱を除式と2層に太別できる（第紺郭。第且層は近代の堆積層戌㌔　ニ吏層

③～⑥が該当する。第2層は基盤層（遺構商）で淘　士層⑦が該瞥す巌。さ射㌃椚削お確認のため

調査区東側部分を探掘りしたが鴻　砂層および租砂層湧水層汗史層⑪の⑲に該当する）が確認さ

れたのみで淘　鬼為的な痕跡は確認で　なかりた。

②遺構⑳遺物

調査区のほぼ半分が木根で覆われており淘　検出した遺構はごく僅かである（第m園）。

第鼠層上面からほ近や現代の骨蔵器を太量に含む土坑仁と層⑱）と淘　東壁北端と北壁で建物の基

礎と思われる石列（土層⑪）を検出した。

第2層（基盤層主ヒ商からほ淘　土坑3基淘　ピット5基を検出した。埋まや出土遺物の状況から判

断して淘　近の現代の遺構は土坑　淘　土坑2滴　ピット　である。土航　海　士坑2からは近の現代の

瓦の骨蔵器が出土した。ピ、プト　に　骨蔵器が埋納されてお　海　中には火葬骨が残存していた。

近世以前の遺構としてほ領　土坑3海　ピット豊　の2の複85が挙げられる。患坑3ほ上敷酋m

mを測る。南北は両壁にかかるため規模は不明督ある。隅丸方形を皇す芸とかち柱先登あった可

能性がある。埋土は鴻　黄土混褐灰粘質土で淘　平瓦が且慮出土した。破片であるため時期の確定は

困難であるが淘おそら　中世頃の所産であると考えられる。ピット　は淘直径。那花の閏形を皇す。

埋士は炭混褐灰色で淘　遺物は出土しなかった。ピット2は淘　直径。罰那花の閤形を皇す。底部には

平石が据えられている。埋まは淘褐痍粘質土である。ピット複の5は南壁西部断面で検混じた。

土層⑨の⑲に欄当する。埋土ほど、プト2と同じく褐灰粘質土である。遺物は出土しなかった。

第3節　ま藍め

調査地は善通寺陣所跡の北西部に該当する。当初想窺していた中世後半汐障所跡に関する明確

な遺構の遺物は発見できなかった。しかし淘　近ゆ現代の土層より下層面で、土坑鞠　ピット等の遺

構を僅かながら検出しており嶺　近世以前に何らかの鬼為的痕跡があった事は明らかである。

また隣接する平成蟻年度　次調査では淘　古代に遡る太規模な藩状遺構を検出している。湛状遺

構はその位置から多度郡三条と四条の境港の可能性が高齢。そのため淘今回の調査で　関連する

遺構が検出されることが予想されたが淘　当該時期の明確な遺構の遺物は検出されなかった。

今回の調査地区は面積が狭小なこと　あ　淘　今後周辺の調査事例の増加に豊　海　当遺跡の全貌

が明らかになることを期待した齢。

ー蟻r



‾‾　　　、

＿＿．．V＿．コ

ナH‾1

、憩う
J L一、

鋸
刃寵
虐〕埴〕l†」
鰹野患
轍漱是
二、＿＿ノ、鴎〕

′ろ′ろ脛
∴∴臥

逢妻．
潮

堕

、，ここ

画
趣
患

溶

室　窯
三

E
m

r～「

守
㌢璧てこ璧m㌣㌣＼㌣
守頂門寸憶に這蒜∵ぷ這

邑雛滝凱緒離鋳
㌣　㌣　㌣　㌣　㍗　C＼J n「n「㍗1M

盟蜃）（軒軌計曾㊥⑬㊨㊨

靂
画
しま

：闘

繊

維

［⊥二号

∴ゝ　／叫．、

刃

畜

悪

轍

慢
N
＼
心

‾て

輝
朝

型

嘩

b舶

澄
＼ノ

⊥毛

刊

頗

悪

幣
轍

憶
＼
ぱ）
だ：
ゝ
⊂）

1

＿＿「＿＿＿＿＿て十1

朝刊聖
整聖職
Cり　㌢「上

空：妄⊥、

十1、⊥」
」‾‾‾　⊥」L　‾‾

翼竜ヒこ喋
1－一軒叫刃
碑璃椒

十　十日」

鍛錬賦
－lt‾1⊥H．⊥U

栽ノ　搬F　－≠一

慢慢慢
脛瞥野
＼＼　＼＼．＼＼

lg）Lr）Ln

n：：〔E EE

ゝ　ゝ　ゝ
こ）こ）C∋

…d「

旭型
潮

堕

lL二．

画

纏j

悪

意

感〕

成

G

＋く
E
E
Cu

～
Y‾‾

昏

十1

賦

金

野

椒

監：

心
＼
位

だ：
＞
⊂）

r r Lu r r L u r　　「　　　「　　r r

′rう杓的命「品薄沌※射軒営㊤

‾‾‾　‾1

噸
潮

堕

随写
楽

讐
＋1

治
悪

感

鸞
監：

（ぷ
＼＼
ぽ）

旺
ゝ
lg）
トも

㊥

〆ダ叫戦も

⊂〕

憶

一管樹

も‰旭〆〆

匡
恒
義

°

匪
凶
七叫

5慧

区
腎障障

㌍

碓

ー17－



こ栄Jユ量］・薫還吏浮！環二束浮華爵画i苦言融盲

第　節　調査の経緒藍経過

調査地は、四国学院太学の構内東南隅に位置する。近辺では、同じく構内のグラウンド（通称キャ

ンパス）部分を平成臓の摘年度に渡　市教育委員会が調査し第は囲）、6世紀未から8世紀初頭

にかけての集落跡を検出している　海遵謝鵬言毎蓮の渡遵ほか20の3b）。遺構は、掘立柱建物、竪

穴住居、溝状遺構（条里側溝と推定される）が挙げられる。遺物は、土師器煮沸具、須恵器供清具の

貯蔵具、関南硯、瓦等が出土した。さらにその東側約緋mの地点では四国学院太学友愛館（5号館）

建設に伴い昭和別の5年に調査を行っている。末報告であるため詳細は不明であるが、6～7僚

妃の竪穴住居や溝、土器溜りが検出され、流路内より田海硯が出土した。遺構の遺物の内容から

平成相の摘年度の調査区と同一の遺跡の範囲内であると捉えることができる。また大学北東に隣

接する市民会館では、建物建設時に土器等の遺物が表探されており、遺跡の存在が推測できる。

このように周辺に遺跡が点在する状況で淘当地に学生支援センター（仮称）の建設が計画された。

市教育委員会では当地の立地の重要性に鑑み、隣接する遺跡の広がりを把握するため淘確認調査

第12回　調査区位置図（1：5，000）

r一一＿18…r



第13図　トレンチ配置図（1：1，000）

ダ～

：工事対象範固

を行うこととした。

調査方法は、該当地に任意で東西・南北方向に合計3ヶ所帯状のトレンチを設定した（第13図）。

基盤層まで掘削し、土層断面の観察、写真撮影、縮尺20分の1での図化を行った。また基盤層よ

り下層の堆積状況を確認するため部分的に深掘りを行い状況把握に努めた。

調査日誌（抄）

12月3日（金）天候：晴

調査区周辺の水準点測量を行う。調査区の設定

をする。

12月6日（月）天候：晴

重機掘削を行う。1～3トレンチともに礫層（川

原石）・砂層が厚く堆積しており、調査地が氾濫

原である可能性が高い。3トレンチについては、

南側で一部締まった面がみられたため、その部分

をさらに南へ10m拡張する。

12月7日（火）天候：曇

1トレンチの壁面整形、および写真撮影・実測

（断面）を行う。

12月8日（水）天候：晴

2トレンチの壁面整形、および写真撮影・実測

（断面）を行う。県文化行政課の佐藤竜馬氏来訪。

12月9日（木）天候：晴

3トレンチの壁面整形を行う。拡張部分につい

ては平面精査を行う。平面図・断面図を作成する。

12月10日（金）天候：晴

埋め戻しを行う。3トレンチについては確認の

ため南端で工事予定の掘削深度まで掘り下げる。

道具の片づけをし、撤収する。

第14図　作業風景

ー19－



第2節　調査の成果

⑨基本腰序

土層は、各トレンチともに太きく3層に分層される（第15図）。第1層は表土である。第2層は、

炭層で旧陸軍時代の堆積層と考えられる。第3層は、礫層および砂層で河川の堆積土である。

第2層の炭層は、各トレンチに水平に堆積している。戦前、善通寺には旧陸軍第十一師団が設

置されており、当調査区には騎兵隊が配置されていた。明治朝年に騎兵隊の兵舎が火事で焼失し

たとの記録があ、炭層はこの時の　のではないかと推測される（註D。

第3層礫層の砂層は、第2層直下より掘削床面まで、約0．5～mmにわたり厚く堆積している。

礫層の砂層の礫の砂粒の大きさほ層によって太小様々であり、長時間水流の摩滅を受け、形状は

丸みを帯びている。礫層と砂層が互層にな　淘多方向へ地表面を繰り返し侵食し堆積している状

況が、各トレンチの断面から窺える。

②遺構㊥遺物

第2トレンチ断乱第3トレンチ平の断面において、第2層直下より、ピットおよび方形土坑を

検出した。♭ザれも埋土は炭を含んでおり、騎兵隊の時期の構造物柱穴や基礎の痕跡と推測される。

その他近世以前に遡る遺構は全く検出されなかった。河川の土砂が厚く堆積していることから

この付近一帯は長年にわたって河川の氾濫原であったためと考えられる。

一一　一　　　　　　　　　、

一言一，’、i：再七　㌧．、．やユー、

今回の調査では、調査区周辺で検出された古代の遺構の遺物は検出されなかった。前述のとお

り、調査区一首が河川の氾濫原であったため、集落のなかでもこの付近は住居跡等の遺構密度が

希薄であったか、若しくは集落の範囲外であった可能性が高い。河川の流路は、各トレンチの断

面をみても、数回にわたり太規模な氾濫を繰り返しており、流路の方向は多方向におよぶ。

また、今回の調査区の清純測mには生野本町遺跡の生野南口遺跡が立地する（第2囲）。両遺

跡では7世紀後半から8世紀前半の柵列の建物群、竪穴住居、条里側溝、土坑などが検出されて

いる（図本1993、佐藤2003）。四国学院太学構内遺跡にほど近く、同一の微高地上にあることから、

同じ遺跡群である可能性が考えられる。

太学構内での遺跡の残存範囲と周辺遺跡の位置関係、および残存する旧河道の痕跡を考え合わ

せると、今回検出した旧河道は平成相の摘年度調査区および昭和封の5年度調査区の東側に沿っ

て南東から北西方向に流れていたと推測で　る。今後、太学構内遺跡ならびにその周辺の集落遺

跡の広がりや利用状況を把握するうえで、有益射膏報となり得るであろう。

註1香川県文化行政課　佐藤竜馬氏よりご教示頂き、当時の新開記事（『香川新報』明治40年3月∵日日付記事）の
写しを賜った。それによると、「善通寺騎兵第十一聯隊厩舎七棟の内第三中隊に属する第五厩舎は昨日午前
一時五十分頃合の西北部より出火す　常時西風吹荒み見る見る火は一面に接がり桁行四十三間梁行六間の該
合金廃しサee」とあり、騎兵隊馬合で火災があったことが窺える。全焼した第五号馬合は騎兵第十一連隊配置
図（香川県教育委員会2005）によると現在の太学立体駐車場部分に位置し、今回の調査区にほど近い。
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第瀾節　調査の経緯腰経過

第慧章　菊囁薗囁

菊塚古墳は戦前から丸亀平野屈指の首長壇と認識はされ若齢た　のの淘　発掘調査が行われ詳細

が判明したのは淘　近年のことである。調査以前は墳形の周庭帯の存在から中期古墳とする説や後

期古墳と考える説が並立して射た。）

平成臓尊度調査　菊塚古墳にお齢等周辺地の圃場整備の計画に樽　照会が善通寺商教育委員会

にありた。古墳周辺の工事は水路や畦畔の改修が中心で淘　現存する墳丘戦の影響は無いが淘　周庭

帯の痕跡と推定で　る地割　への影響が想定されたため淘墳丘南東側の水田を中心に確認調査を

実施した。調査の結果淘　周庭帯は基盤層を削　出して構築していることを確認した芸とや鴻　後閑

部裾部を検出することができた。

平成臓簿度調査　以前よ　墳丘の流出が確認されて射たが鞠　墳頂部の菊主神社に通じるコンク

リー　梨舗装路の頂譜の空洞服などが確認され淘　安全面から改修が急務であった。現状のま　放

置すると淘墳丘自体が崩壊する恐れがありたため淘　保存を前提とした墳頂部の遺構の確認調査を

第16図　調査区位置図（1：5，000）

十霊予



行った。併せて後閑部墳丘の測量調査も実施した。その結果、調査前不明であった主体部が商に

開口する横穴式石室であることが判明した。また石室内には鴻　中四国では王墓江古墳に次いで2

例日の発見となる石屋形を検出した。後閑部の測量の結果淘直径罰m前後の規模になることが分

か／′）た

平成摘韓度調査　前年度の調査を踏まえ、玄室全面および羨道の一部の調査を行った。その結果淘

石室は石屋形を有する両袖式横穴式石室であることを確認した。遺物も盗掘を受けていたものの鴇

玄室を中心に多数の遺物が出土した。

石室は後閑部のほぼ中央部に位置する。奥壁が後閑部のほぼ中心にあた　淘奥壁の位置が墳丘

の設計に　太き　影響していたと考えられる。石室形態は羨道が狭　袖部が内側に突出している

など淘九州型横穴式石室の影響を受けた可能性がある。また石屋形の存在は淘菊塚古墳の性格を

考える上で最も顕著な遺構である。石屋形の位置は淘王墓沈痛壇とは累なり奥壁側に据えられて

いる。この形態は肥後地方にある通有の石屋形の形態と言える。

遺物は太部分が玄室内から出土した。出土遺物は鴻須恵器を土師器などの土器類、耳鍔のガラ

芳艶小玉の水晶製切子王の碧玉製勾玉などの装飾品鴻杏葉も鏡板の辻金具も鐙などの馬具類淘銑

鉾の着実の鉄刀の刀子の鉄鉱などの鉄製品と多種多様である。また出土須恵器の年代より菊塚古

墳の築造時期が鴻　おおよそ6世紀中葉頃に該当することも判明した。

平成摘録度調査　墳丘の形状を把握するために前方部端の検出を試みた。2次にわたる調査で

前方部北側および西側に計摘本の　レンチを設定した。調査の結果鴻前方部長茹m、墳丘長糾m

の前方後円墳であることが判明した。また前方部西側前端では基盤層を削り出した幅5。5mの周

藩を検出し淘　これ　で屠場のみと考えられていた墳丘復元を変更する必要が生じた。なお、後世

の削平のため詳細な墳丘の形状を確定させるまでには至らず、今後の課題が残った。

市教育委員会は遺跡の重要性を考慮し淘関係諸機関と協議の上、埋蔵文化財調査事業として保

存を前提とした遺構の確認調査を行った。

現地調査については市教育委員会担当者を調査員として実施するとと　に淘四国学院大学考古

学研究部の因国学院大学学生および地元作業員が参加した（個別氏名は例言に記した）。

調査は昨年度までの成果を踏まえて、墳丘形態淘規模の確認および遺構の残存状況を把握する

ため淘復円部裾推定部分にトレンチを設定した。調査面積は計測や感である。調査期間は平成蟻

年1摘1日から同年1摘測目まで行った。整理期間は調査中から適宜行い、平成膵年3月別田に

終了した。

‾jlミニ、¶．；一くTt　　・，

調査は後関都裾が残存していると考えられる古墳南側および東側に　レンチを設定した。

計5本のトレンチを議拐封調∴遺構の検出に努めた。調査区は現況において更地および荒蕪地と

なっている。トレンチは義も遺構が把握できるように長さ、幅ともに全て任意である。作業効率

のため適宜鴻平面および断面の観察の縮尺謝分の　鷲の粗服6写真撮影を行いながら下層の掘削

に努めた。

ー］′2：3－



調査日誌（抄）

11月1日（月）天候：曇のち晴

1－4トレンチの設定をする。基準杭に標高を

おとす。1トレンチの表土剥ぎを行う。

11月2日（火）天候：晴

1－3トレンチの調査。2トレンチは、表土を

剥いだところ、北東に隣接する井戸の洗い場と思

われるコンクリートを平面で検出したため、下層

の調査を断念する。

1トレンチは、墳丘側に1．5m拡張する。墳頂側

から墳丘裾に向かって礫混黄色土の落ちがみられ

る。基盤層・盛土・盛土流出土のいずれなのか要

検討。

3トレンチは、表土を剥いだ後、墳丘側で基盤

層と思われる黄色土を検出。その上層に部分的に

赤土（焼土か？）が堆積する。

11月4日（木）天候：晴

1トレンチは、墳丘の落ちのラインを確定させ

るため、側溝を下げ断面および平面での土層堆積

状況の把握に努める。平面で周濠埋土と推定され

る砂礫混黒色土との境を確定し、写真撮影する。

3トレンチは、墳丘側に1．0mトレンチを拡張す

る。昨日検出した赤土（焼土）はドーナツ状に広が

り、埋土には土器・焼土の塊・炭などがあること

から、竃でないかと考えられる。その付近から東

へ向かって基盤層の落ちを側溝断面で確認する。

11月5日（金）天候：晴

1トレンチは、側溝断面で墳丘側に堆積した礫

混黄色土の下層に礫混黄灰砂質土を確認する。2

層ともに墳丘側に続くことから、基盤層であると

判断できる。周濠塩土と推定される砂礫混黒色土

をこの土層まで除去する。

3トレンチは、竃を平面精査したところ焼土の

－24－

楕円が二つ連なることから砂糖竃であると推定さ

れる。写真撮影・実測を行う。側溝で墳丘裾の堆

積土を除去する。基盤層直上には黒色腐植土が堆

積しており、土層下部より土師器把手を検出した。

香川県文化行政課松本和彦氏が来訪。土器の年代

等について御教示いただく。

元興寺文化財研究所角南聡一郎氏より砂糖竃の

資料を送付していただく。

11月8日（月）天候：晴

1トレンチは、先週に引き続き周濠埋土と推定

される砂礫混黒色土を除去する。トレンチ南端よ

り2．5mあたりまでは、基盤層である礫混黄灰砂質

土の上に暗灰粘土が薄く堆積する。基盤層直上ま

で全て除去した段階で写真撮影する。

3トレンチは、砂糖竃の完掘を行い、写真撮影

後裁割を行う。その後周濠埋土と考えられる黒色

腐植土上面まで掘削する。

11月9日（火）天候：晴

1トレンチは東西壁の土層断面図を作成する。

3トレンチは、基盤層の落ちが周濠になるかど

うか確定するため、東側へ5．0m拡張する。

4トレンチは、耕作土の除去を行う。側溝で土

層の堆積状況を把握する。

11月10日（水）天候：晴

3トレンチは、引き続き拡張部分の表土を除去

する。側溝で土層の堆積状況を把握する。

4トレンチは、耕作土直下黒灰粘土上面まで掘

削した後写真撮影をする。

11月11日（木）天候：雨のち曇

午前中は、雨天のため作業中止。室内で図面・

写真の整理を行う。

午後は、3トレンチの北隣に3′トレンチを設定

するため該当箇所にある廃土を除去する。

3トレンチの壁面精査をする。墳丘裾部分はや

や窪みがある。土師芹把手はこの窪みの埋土から

出土したものと考えられる。

4トレンチは、墳丘側に1．5m拡張する。

11月12日（金）天候：晴

3・3’トレンチは引き続き廃土を除去した後、

3′トレンチの設定を行う。仕5×5．5m）表土を除

去する。

4トレンチは、拡張部分を基盤層の面まで掘削

する。

香川県埋文センター中里伸明氏が来訪。



11月13日（土）天候：晴

3′トレンチの耕作土を除去する。墳丘側で南

北方向に走る溝を検出。近現代の瓦がぎっしり詰

まっており、暗渠ではないかと考えられる。3ト

レンチは墳丘裾の傾斜部分が砂糖竃で撹乱を受け

ていたが、3′トレンチは緩やかに傾斜していくの

が平面で確認できる。

11月15日（月）天候：雨のち曇

午前中は、雨のため作業中止。室内で図面・写

真等の整理を行う。

午後は、各トレンチの水抜きおよび3トレンチ

北壁東側部分の崩落箇所廃土の除去、3′トレンチ

の墳丘裾堆積土上面までの掘削を行った。

4トレンチは、拡張部分の表土を除去する。

11月16日（火）天候：晴

4トレンチは、基盤層の面まで拡張部分の掘削

を行う。

3トレンチは、基盤層直上の黒灰粘土を除去す

る。黒灰粘土下層には多量の木片が埋没していた。

（一部取上げ）

徳島文理大学助教授大久保徹也氏来訪。茸石・

埴輪の有無、墳丘外部施設の状況などから菊壕の

年代観について御教示いただく。

第18図　作業風景

11月17日（水）天候：晴

3′トレンチは、墳丘裾溝埋土の掘削をする。埋

土下層より土器片が出土する（弥生土器か？）。

3トレンチも墳丘裾溝埋土の掘削をする。同

じく埋土下層より土器片が出土する（弥生土器

か？）。

ー25－

香川県埋文センター片桐孝浩氏・信里芳紀氏来

訪。墳丘裾溝埋土と基盤層直上粘土層との前後関

係（切り合い）や3トレンチと1・4トレンチの堆

積層の関係について御教示いただく。丸亀市教育

委員会大野宏和氏来訪。

11月18日（木）天候：曇時々雨

現場の作業は休みとする。室内で土器洗い等を

行う。

11月19日（金）天候：曇時々雨

現場の作業は休みとする。室内で土器洗い等を

行う。

11月20日（土）天候：晴

3トレンチは、墳丘裾の帯状遺構埋土の掘削を

行う。除去後、3′トレンチ・4トレンチと合わせ

て写真撮影をする。3・3′トレンチの土層断面図

を作成する。

11月22日（月）天候：晴

3′・4トレンチの土層断面図、2トレンチの平

面図を作成する。県文化行政課松本氏来訪。

11月23日（火）天候：晴

土層断面図を作成する。大川広域行政事務組合

松田朝由氏・琴南町教育委員会加納弘之氏来訪。

11月24日（水）天候：晴

土層断面図・平面図の作成を行う。平面図にレ

ベリングする。

11月25日（木）天候：晴

3トレンチ砂糖竃の断面図を作成する。竃床面

炭層の土をサンプリングする。調査区の埋め戻し

を行う。

11月26日（金）天候：晴のち曇

調査区を埋め戻し、調査完了。道具の片づけを

する。

11月27日（月）天候：晴

図面・写真等の整理を行う。

11月28日（火）天候：晴

図面・写真等の整理を行う。
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菊塚古墳は善通寺市街地から南西側に広がる瓦谷地区に位置する。この地区は有岡地区とも呼

ばれてお、低丘陵地帯が広がっている。この地区は有岡太地を水源とする弘田川上流域に該当

し、多くの首長墳級の前方後円墳が集中する地域として著名である。この地は古代から聖域視さ

れていたよ　で、集落遺跡があま　検出されない反乱者銅器埋納遺跡や祭祀遺跡、墳墓などが

多く見つかっている（第2回）。

この地域融ヒ側から西側にかけて淘五岳山の一角である香色山標高蟻。m）、筆ノ山（標高

296漁m）、我拝師山（標高細。Om）が連なっており∴南側は丸亀平野の独立蜂では最も高い太麻山

標高鋸。m）の裾野が広が　∴西側の平野方向のみが開ける地形となっている。これらの山々

の尾根上には前期古墳が点在し淘標高渕～醐mの山裾部には後期から終末期の群集壇が密集して

いる。また平野部にも舌状に伸びる小丘陵が点在しており淘その地形を利用して多数の古墳が築

造されている。

菊塚古墳は、これらの平野部に広がる古墳のうち最　西側の平地に独立して築造されている。

古墳は開墾や住宅建設に伴い前方部の太部分が消滅してお、菊理姫命を祀る菊主神社がある後

門部のみが辛うじて残存しているに過ぎない。その後閑部さえも周囲は太きく崖状に削乎される

など地形の改変が著しい。一方圃場整備前の航空写真を観察すると、古墳の周囲には周庭帯の痕

跡と推定される平面楯状の地割踊号認められる。この部分は墳丘南側では西から東にかけて階段

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　一

図）。

墳丘の全長は推定で鍬執振霧消部直径約罰m、周庭帯の全長は約鮒m、最大幅約撒mを測、

丸亀平野でも屈指の規模を誇る。

第磯節　調査の概要

菊塚古墳復円部墳丘の範囲については、平成は年度の墳丘裾の調叡平成柑年度の墳丘測還

調叡平成摘年度の主体部の調査での結果を結合して、玄室奥壁中心を基点に約直径罰mの円弧

に復元で　る平成蟻年度報告書墳丘復元案参照）。しかし、墳丘裾自体の調査は平成鼠2年度にお

いて後門部南側にトレンチを五ヶ所設定したのみで、他の部分について発掘調査は行われていな

かィ．）た

、　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　一　　　　　　一一

けて合計5本のトレンチを設定し範囲の把握につとめた。トレンチの設定は淘墳丘復元案を参考

に淘墳丘中軸線に直交する南側に第1レンチ、東に墟度振った地点に第2　レンチ、中朝線上

－　．　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　・1　　　　　　　　　　　－　－　　　：　　　・　　一

点に第4トレンチをそれぞれ設定した（第23回）。各トレンチの規模は鞠調査開始時は且e5×5瀞m

であったが淘　その後調査の状況に応じて適宜拡張している。

一一2（i－1



∴　　・、㍉－′　　・

①遺構

・・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

第五層は表土で士層①～③が該当する。異色粘質土で淘近ゆ現代の瓦の土器を多く含む。土層

②の上面より直径の。8mの閏形土坑が検出された。近の現代の土器e瓦が太量に出土したことか

ら近e現代の廃棄士坑であると考えられる。

第2層は、土層⑤の⑥が該当する。基盤層由来と推測される風化した礫を含む堆積土である。

第3層は士層⑦e⑧が該当する。基盤層直上に堆積した粘土層である。

第4層は基盤層である。士層⑨の⑲が該当する。砂礫層である。　レンチ北端豊根。茹mの付

近で北から南へと下方に落ちている。この傾斜が基盤層削り出しの墳丘裾部分であると推定され

る。

第2卜♭ンチトレンチの規模は淘1。5×5。Omを測る。表土を除去した段階竃㌦：圭ンタリートや

煉瓦で区画された構造物が検出された。調査区北西には近の現代の井戸が隣接しており淘検出し

た遺構は井戸の洗い場であったと考えられる。除去が困難であるため鴻当トレンチにおける下層

の調査は断念した。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

第温層は、近0現代の耕作土0床土である。士層①の⑦が該当する。返せ現代の土器の瓦を多

く含む。トレンチ西端土層⑦上面で焼土の範囲を検出した。ドーナツ状の平面楕閏の焼土が東商

に　つ連なっている。各焼土坑の埋土からほ、炭の焼土、土器の瓦が検出された。遺構の形態や

土層の出土遺物の状況から砂糖竃であると判断した。西端側より順に砂糖電信砂糖竃2と呼解

する。砂糖竃鼠は凝太横幅且。2m淘砂糖竃2ほ最太機廉独酌鉦を測る。炊きロは2基とも南側に配

置する。2基とも竃内埋士は、焼士の炭混じ　の暗灰粘質土で海底部は炭が堆積している。周囲

は被熱のため赤　変色し硬化している。また竃は淘士坑状の衆を掘　据え榔ている。掘形の底

部には灰褐粘土を敷いている。

第2層は、近代以前の堆積土である。砂糖竃東にあたる部分は淘数回にわたり整地しており（土

層⑧の⑲～⑲、さらに東側は水平に堆積している土層⑨e⑲）。風化礫を含む。

第　層は、2層よりさらに前段階の堆積土である。遺物が出土していないため時期の確定は困

難である。土層⑮の⑱が該当する。礫を含み淘水平に堆積する。

第4層は、墳丘崩落土である。墳丘基盤層崩落土は士層⑭が該当する。基盤層由来の黄土プロッ

タを含む。墳丘盛土崩落土は土層⑱の⑲の㊨が該当する。墳丘裾の傾斜部分に商から薬代下る様

に堆積する。㊨より弥生土器破片が出土した。

第5層は鴇墳丘裾から周庭にかけての基盤層直上の堆積土である。土層⑳が該当する。黒色粘

土（腐植土）で水平に堆積する。底部より太量の木片が検出された。木片は滴王されていない自然

木で枝の部分がほとんどである。おそら　墳丘の周堤若し　は周濠外周辺に植生していた樹木の

枝が、周庭に落ち込んだものであると考えられる。

第6層は、基盤層である。墳丘から墳丘裾にかけては黄褐色粘質士（土層⑳）、層庭は緑灰色租

砂（士層⑳）となる。トレンチ西端から3。3m東の地点で西から東へ下る。さらにトレンチ西端か

ら転。温m東の地点で東上方へ上がり鴻そのまま東へ平坦な面が続く。誓璃　淘基盤層削出しの壇

＋那∵
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丘裾の傾斜よりタ細りに溝状遺構が形成されている。溝の幅は2．6m言莱さば0．2mを測る。埋土は、

墳丘裾側は墳丘盛土崩落土が堆積しており（土層㊨）、東側は黒色粘土の溝堆積土（土層⑳）である。）

土層㊨からは、第5層と同じく底部より大量の木片が検出された。また土師器把手が出土してい

る。

第3′トレンチ　トレンチの規模は、1．5×5．5mを測る。）第3トレンチで墳丘部分に砂糖竃が構築

されていたため、墳丘裾のオリジナルの状況を把握すべく北接に設定した。土層の堆積状況は、

南側の第3トレンチとほぼ同様である、6層に大別される。

第1層の耕作士つ未土は言上層⑪。⑫が該当する。第1層上面では近e現代の土坑（土層④e⑤）、

暗渠（土層⑥も⑦）を検出した。ともに土器・瓦を大量に含む。

第2層の近代以前の堆積土は、土層⑲～⑲が対応する。また墳丘裾部分には土坑状の撹乱があ

り（土層⑧～⑲）、埋土には基盤層由来の黄土ブロックが混じる。

第3層は、第2層前段階の堆積土である。土層⑳e⑳が該当する。

第4層の墳丘崩落土は、墳丘基盤層崩落土に土層㊨が、墳丘盛土崩落土に土層⑳・⑮が対応す

る。土層㊨からは、弥生土器破片が出土した。

第5層周庭基盤層直上堆積土には、土層⑳が該当する。

第6層の基盤層は、⑳め⑳が該当する。基盤層は、トレンチ西端から3．2mの地点で緩やかに

東へ下る。墳丘裾の傾斜であると推定される。

第堵トレンチ　トレンチの規模は、上5×6．5mを測る。土層は、6層に大別される。

第1層は、表土である。土層①が該当する。黒色粘質土で炭、近・現代の土器・瓦を含む。

第2層は、耕作土e床土で、土層⑧～⑲が該当する。水平に堆積している。

第3層は、トレンチ南端墳丘基盤層士の堆積土である。士層②～（郭が対応する。硯地形の墳丘

円周に巡る土手部分に位置しており、第2層の耕作土e床土整地段階の土手構築士と推定される。

下層の④・⑥は基盤層由来の士層であり、墳丘基盤層を掘削して整地した可能性が高い。

第4層は、基盤層直上堆積土である。土層⑪が該当する。黒色粘土で墳丘裾からトレンチ北端

にかけて水平に堆積する。

第5層は、墳丘裾液状遺構埋土である。上層⑫が該当する。溝の幅は1．8m、深さはOJ2mを測

る。埋土は黒色粘土である。

第6層は、基盤層である。土層⑲～⑯が該当する。トレンチ南墳丘側は黄褐粘土（土膠⑲～⑮）、

墳丘裾から北にかけては灰オリーブ細砂土（土層⑯）となる。基盤層はトレンチ南端から北へ1．6

mの地点で北′＼下方に傾斜する。

②遺物

各トレンチから少量の遺物が出土したが大部分は表土e耕作土および近・現代の土坑、溝から

出土した近世以降の瓦・土器類である。これらのうち、重要なもののみを図化した。

墳丘裾出土遺物（1）は第3トレンチ墳丘裾溝状遺構（土層⑳）より出土した、土師器把手である。

牛角状の形態をしており、最大幅は体部との接合部分で3．0cmを測る。先端部は先細りになる。

断面形は角が丸みを帯びた方形を皇す。把手部のみ残存しており、体部は存在していないが大き

さつ粉状から判断してコップ形椀に取り付くと推定される。胎士は精緻で、色調は淡橙褐色であ

る。類似した個体が香川県坂出市雄山5・6号項から出土している（松本も宮崎2000）。雄山5・

－31－
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第22回　第3トレンチ出土遺物実測図（「　4）

6号項の年代は須恵器田辺編年でTKlOに相当することから、今回の調査で出土した土師器把手

もほぼ同年代とみて差し支えないと考えられる。

また、墳丘裾溝状遺構に流出した墳丘盛土崩落土（第3トレンチ土層⑪・第3′トレンチ土層⑮）

からは、それぞれ土器片が出土した。土師質で灰褐色を呈し、砂粒を多く含み胎土が粗いことか

ら、弥生土器であると考えられる。器壁は著しく摩滅しており細片であることから、二次的な埋

没に伴うものと推測される。

砂糖竃出土遺物　遺物の取り上げは上層の段階で遺構が2基に分かれると認識する以前に検出し

たものもある。（2）は、肥前磁器椀（小広東椀）である。染め付けが施されている。年代は言770

～1810年代である。（3）は、土師質鉢である。底部に「正近」の刻印が押印されている。（4）は、

土師質婆である。砂糖窯1より出土した。日縁端部に肥厚し、下方にくびれがある。（5）は、土

師質婆である。砂糖窯2より出土した。！蘭端部は肥厚し、体部に幅2．0cmの突苛が巡る。（6）は、

土師質婆である。砂糖窯2に伴うピットより出土した。直径41．0cmを測る。目線端部は肥厚する

図化したものの他に、瓦・板石を検出した。板石は埋土中に崩落していたものが大半であったが、

W一部奥壁つ則壁に据付けた状態で検出された。菊塚古墳平成12年度調査第1トレンチ、原間遺跡

でみられる砂糖竃に類例がある（笹川2001、片桐2002、角南2003）。なお、石材の材質は凝灰角礫

岩で菊塚古墳玄室出土の石屋形の石材と一致する○古墳石屋形の石材を転用していた可能性も考

えられる。

第6節　まとめ

①各トレンチの検討

第3・3′トレンチと第4トレンチの調査によって墳丘裾に溝状遺構が存在することが明らか

になった。溝の規模は、幅は最大で2。2mであることから言誹豪とは言い難い。またその上層に

は粘土層が墳丘裾からトレンチ端部にかけて水平に堆積する。同じく下層の基盤層も平坦な面を

呈している。第3トレンチで確認したところ、平坦面は購m続く。周濠のような大きな溝状遺

－32－
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構ほ検出されなかった。以上の状況から鴇基盤層の平坦面は周庭管領墳丘裾震小規模な溝状遺構

を巡らせたと解釈できる。ただし前方部墳丘南端部分は、平成温5年度の調査（第鋸、レンチ）で幅

．　　　　　－．　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

や後閏部南側平成蟻年度第1レンチ）では確認できなかった。同じ墳丘のなかでも場所や地形

によって墳丘裾のあ　かたが異なるのか淘後世の削平を受け残存していない部分があるのか淘　さ

らに調査を重ねて検討する必要がある。

②後門部墳崖復元案

平成蟻年度の報告書において、昨年度までの調査成果をもとに墳丘の周濠の周堤の復元案を提

示している。本年度の調査では、復円部墳丘裾の確定を主眼に調査を実施した。そこで淘今桓栂

後閏部墳丘の復元を中心に検討を行う。

第1～4トレンチで検出した基盤層の落ちのラインを結ぶと淘現在の裾部より2m前後外側の

一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　　　一　　一　　　　　　　一

前年度提示していた墳丘復元案と一致する。ただし、落ちのライン自体が不明確なこともあり淘

基盤層直上堆積の粘土層の始まる地点を一応の目安とし、復元を試みた。

以上のように後閑部墳丘裾の範囲を凡そ把握することが出来た。これまでの墳丘測量やトレン

チ調査によ　復元した復元案とほぼ合致する結果となっている。また今回の調査では言墳丘裾部

分で溝状遺構を検出しており、前方部端部の湛状遺構との関係、周濠の周堤の有無など検討課題

が残る。今後はくびれ部の調査も含めて淘正確な墳丘復元を試みる予定である。

・－：－ill－
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平成摘年度調査で石室内から出土した遺物のうち淘整理作業が終了した　のについて報告する。

今回報告するのは土師器飢慮（高塚且8点、柑2点淘　コップ形士製品且点）言数離別融紅施凱軋

台付壷　点、婆　点、横瓶2点淘　諸鐙　点、王類は点である。

二・、　　　、　A　・

監義輝選　土師器高塚は全て玄室内から出土した。接合検討の結果淘　且8点の高塚を確認した（第

翫e罰囲。いずれも焼成がやや不良である上鴇石室床面は撹乱を受けていたため、器壁は磨滅の

剥離している　のが多　調整が考明瞭な部分　多い。色調に若干の差異はあるが淘胎士に含まれ

る砂粒などほ同じであり淘　現時点では間一地域で生産されたと考える。

杯部の脚部の調整方法は、いずれの個体　幅。～。鮎m淘　長さ。～。鮎mの板ナデ調整を内外商

ともに施す。琢部外商は基本的に横方向の板ナデで調整され、個体によっては縦方向の板ナデも

みられ、複数の調整が認められる。均こ部外商の端部付近は、一部で横方向の板ナデを施す。師部

内面には、主に描線部で券面に沿ケ横方向の板ナデと、描線部から底部に向かう縦方向の枚ナデ

の2種類の調整を施す。脚部は外面が板ナデで調整する。脚部内面は（摘）の（蟻で縦方向の板ナ

デを施すが、主に横方向の板ナデで調整する。調整の方向には若干の違いがみられる　のの調整

は杯部鴇　脚部と　に板ナデ調整が用いられ淘　工具の木目の痕跡が認められる。

杯部と脚部の接合方法は2種類確認できる。接合方法は拍温）の断面観察により淘　粘土を杯部

2 hナ
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第24図　主体部遺物取り上げ地区模式図

と脚部の継ぎ　に補っていることがわかる。同

様に（2）の（5）e（7）の（膵　は、分割成形した後

に接合部に粘土を充填し鴇　不定方向の板ナデと

指オサエにより接合鴇　調整したと考える。その

他の個体は杯部と脚部を別作りし、不定方向の

板ナデと指オサコ二によ　搾　出して接合してい

る。

m径はぷ摘～瀦漕細（平均服通路）、器高は且銅

～摘。2cm（平均は9cm）を測る。琢部の形態がお

おむね確認できるものが豊8点中14点あり海　口縁

部の形態から2種類（Å類eB類）に分類できる。

Å類（鼠）～浮吊　海　田縁端部付近をやや外反さ

せたもので、田径路8～賂触頼翻馳誠料上器

高温鍼～鼠2。9cm（平均は7cm）を測る。（蓬）～抱）

は玄室床面直上、（5）の（7）は玄室床面上層、纏）

は玄室床面直上と上層で出土している。塚部の

形態は海　底部から内尊気味に立ち上がり椀形を

皇し淘　描線部は端部付近でやや外反する　の

・・一一・一二号5－一r・－・1



1．5111（石室）
20cm（須恵器）

遺物番号は第27・28回に対応

第25閑　主体部土師器出土状況問①床面豊層∋
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第27図　主体部出土土師器実測図しバ1：3）
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第28図　主体部出土土師器実測図豆‾、、）（1：3）

（温）と、緩やかに外側に開くもの（2）～（7）に細分できる。（2）～（7）は打線部はやや外反し、端部

は丸く収める。脚部の形態は脚桂部は直線的で短、拍）～（3）の肺裾部は端部付近でやや外反し淘

・　・　　　　・　　　　　・　　　　　　　一・・　　　一　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

窟方向の板ナデ調整を行っているが鴇（4）は横方向の板ナデ調整である。（5）の杯部外面には板ナ

デの調整とは異なり、粘土を意図的に継ぎ足したような痕跡がみられる。（7）は磨滅の剥離のた

め器壁が薄い。脚端部は丸みがとれ、端商がで　ている。

一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．－
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一・、　　・　、　、・丁、

（車jの数値は復元　残存の法義

恒 摘 可 許 可 ＋ 満 臨 ）胤 n 機 戌 瀾 司 滅 存 率 l　　 特　　 徴　　 i 備　 考

［‾＿寮 酎 3，8′／卿 基 部 径 2．8／肺 端 部 径 9，6／瀾 満 12．7／ 棒 部 は 緩 や か に立 ち上 が 娠　 さ らに 端 部 は外 反

胎 土 ：や や 租 ／在 径 1 ～ノ如 拙の 白 色藩主 石 英 ヵ　 す る 。 脚 部 は 端 部 に 向 か い 小 さな 段 を有 す る。一ニラ

玄 室 床 面　 ム紺　 雲 母 を 含 む ／僚 友 ：融 行 色 調 （外 面 ）浅 赤 橙 梱 脚 部 内 面 の 絞 り は 強 い ・。 林 部 内 面 は 摘 哀部 材 775 e797 。

1　　　　　　　　 間 不 面 ）浅 黄 橙 （断 面 ）赤 褐 ／／残 存 率 ：目 線 部 60 ％ e　 近 ほ 様 方 軋　 中 位 か ら底 部 は 縦 方 向 の 板 ナ デ調　　　　　　　　　　 3060

卿 端 部80 ％ 整 。 林 部 外 面 は不 定 方 向 の 板 ナ デ 調 整 。。脚 部 内

面 は 横 方 向 の 板 ナ デ 、 端 部 付 近 は 棟 ナ デ 調 整 。＿ノ

＝ 径吏摘 ／／卿 基 酢 粗 鋼 ／肺 端 部 径愈5．／器 高 12，6／！ 杯 底 部 か ら 目線 部 ま で緩 や か な 屈 曲 で 上 方 に の1 拝巨 外 面 に 少 量 の 灰

j酎 二：や や 租 ／／離 姜 1 ～ 3mm の 白 色 粒 の石 英 e　 び 、 端 部 は や や 外 反 す る く－）杯 部 外 面 は不 定 方 向　 色 付 着 物 。つ 府 狛

雲 母 を 含 む／1焼 成 ：良 好 ！色 調 （外 面 ）赤 橙 （内　 の 板 ナ デ 、 内 面 は ＝縁 部 付 近 の み 板 ナ デ調 整 を と 脚 端 部 に わ ず か に

玄室 床 面　 一拍 面 ）浅 橙 （断面 ）赤 樟 ／残 存 率 ：＝縁 部8 0％ や脚　 確 認 。〕脚 部 は端 部 に 和 すて ノトさ な段 を も つ 。〕 肺　 黒 斑 が み ら れ る 。7　　 772 ゥ777 ゥ

2　　 i＿ふ． 向 不　 端 部 銚 ％　　　　　　　　　　　　 部 内 面 の 絞 りは 強 い 誹 刷 は 磨 滅 の た め 、 調 整　　　　　　　 3（‥）57

不 明 瞭 。）林 部 と脚 部 の 接 合 痕 あ り。）林 部 内 面 に

空 洞 部 分 が み ら れ 、 胎 土 に 混 ざ っ た植 物 質 の 燃

矢 か 。二）

紺 射 15，2） ／脚 基 部 径 3，3／／脚 端 部 径 （9，5） ／／器　 林 部 は ＝縁 部付 近 で 外 反 す る。－、林 部 月餅部 と も　 内 ・外 面 に 灰 色 の 付

高 （1まユ） ノ／胤 土 ：密 ／直 径 Vト ノ3 mm の 紅 色 粒 4　 に端 部 は欠 撞ふ 林 部 外 面 は 横 方 拙 ．一一一一一一J部 縦 方 向 ） 着 物 。） ほ ぼ 完 形 で 出

石 英 や雲 母 を 多 く含 む ／焼 成 ：良 好 ／ノ′色 調 （外　 の 板 ナ デ 調 整 、 器 面 に1 二見 痕 残 存 。）林 部 内 面 は 土 。ニー

玄 室 床 面　 一拍　 面 減 褐 （内 面 減 褐 （断 面 減 褐 ／／残 存 率　 庸 衰　 一拍紺 近 ほ 様 方 軋 底 部 付 近 は縦 方 向 の 板 ナ デ　　　　　　　 793

13　　 鋸 二 高隼　 部 鮒 ％ 欄 端 部 鮒 ％　　　　　　　　 調 整 一脚 部 は 端 部 に 向 か っ て段 を 設 け る C 脚 部　　　　　　　　 と．
は調 整 は 磨 滅 の た め 、 内 面 で板 ナ デ が 一一一一一∴綱 容認

で き る の み 。 脚 部 内 面 の 絞 りは 強 く、 林 部 と料

部 の接 合 は 不 定 方 向 の東 ナ デ 。ノ）

＝ 径 路 3／脚 基 部 径 3．7／／脚 端 部 径 9．7／ノ器 高 12．9／ 林 部 は 庸 紺 を付 近 で や や す ぼ まる 。 脚 部 は基 部　 黒 斑 が 林 部 の 約 25 ％

胎 土 ：密 ／直 径 1 －ノ＼ノ3mm の 白 色 粧十 を洒 「 雲 母　 が “・ム““、′ム部 凹 み 、 湛 線 的 に 開 き、 端 部 付 近 で 肥 厚 す に み ら れ 、 内 の外 面

“択一一一一・、－ヂーユー・　　 を 含 む 傾 戒∴ 良 好 ／色 調 （外 面 ）赤 褐 偶 面 ）浅　 る C〕 林 部 内 面 は ＝縁電 横 方 向 、 中 位 か ら底 部 に　 に晴 灰 色 の 付 着 軌

月 等 門 高 林 豊 浦 ）赤 褐 ／／舶 率 欄 …8酬 蟻 孟霊 言 霊 雲 霞 禁 芸 票 霊 孟 孟 ；〕芸　　　　 778 83（賂呈－

りは 弱 く、 内 面 は板 ナ デ で 調 整 す る。）林 部 と肺

柱 部 の 接 合 は 確 認 で きず 。＿ラ

i二寮 酎 5．8／脚 基 部 径 封）／脚 端 部 径 不 明 ／／器 高　 杯 部 は 底 部 付 近 で肥 厚 し∴ 刷 新 糾 寸近 で わ ず か　 内 や外 面 と も に痍 自

（11．7） ′／j酎 二：や や租 ／‾直径 1 ～4m の 自 色 粒 か　 に 屈 曲 L 外 反 す る。）林 部 と脚 部 の 接 合 は器 面 磨　 色 の付 着 物 。二）

ゴーふガ〝さ・・グーー18－　　　 石 英 ず雲 母 を 含 む ／′焼 成 ‥良 好 ／色 調 （外 面 ） 減 の た め 不 明 瞭 言恥 部 内 面 は底 部付 近 に縦 方 軋

5　 エ 登 床 面　 高 林 赤 褐 （舶 酌 浅 樟 （断 面 ）赤 褐 ／‾残 存 率 …「ほ豪謂ト日日 縁 付 近 は横 方 向 の 板 ナ デ 調 整 。。林 部 外 面 は夜

50％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナ デ 調 整 だが 磨 滅 の た め 一 部 の み 確 認 。〕杯 部 中

278 9 432

位 に 粘 土 を付 着 した 痕 跡 。〕脚 部 と杯 部 の接 合 は

確 認 で きず 。 脚 部 内 面 に み られ る絞 り は弱 い 。）

日経 は丑 ／卿 基 部 径 3．1．／／卿 端 部 径 9。5／儲 高 1芝7／ 杯 部 は 上 方 に 開 き、［二寺縁 部 で わ ず か に 屈 曲 す る 。） 内 e 外 面 に 少 鼠 の 灰　 44 8 7O e

玄 室 床 面　　　 胎 土 ：や や 粗 ／直径 1 － 3mm の 白 色 粒 の石 英 0　 脚 部 はハ の 字状 に 開 き、 端 部 は 丸 く収 め る 。言輝 】色 の付 着 軌　　　　 697 ・775 ヶ

をう 離 不　 雲 母 を含 む／焼 成 ：良 好 ！色 調 （外 面 ）浅 赤 橙 梱　 部 内 面 の絞 りは 強 い √つ 用 い 脚 部 と もに 器 面 が　　　　　　　　　　 3〔髄 の

直 上　　　　 面 ）赤 褐 （断 面 ）浅 赤 橙 ′／残 存 率 ‥＝縁 部45 ％ 4　 磨 滅 し て い る た め －、 調 整 は確 認 で きな い 。 林 部　　　　　　　　　　 3056 e

脚 端 部 90 ％　　　　　　　　　　　　　　　 と脚 部 の 接 合 痕 が 確 認 で き る。ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　 3097

径 は 5／肺 基 部 練 銅 ／′郵 端 部 径愈 5！器 高 12．7／ 杯 部 と脚 部 が 別 で あ っ た が 、 焼 成 お よ びj酎 二　 鉢 部 外 面 の 一一一一一一一ふ部 は 浅

j鋸 二：や や 粗 ノ！直 径 ト 3mm の 紅 色 粒 や石 英 か　 よ り軒 一一一A個 体 と判 断 。一一〕杯 部 は緩 や か に 立 ち上 が　 黄 橙 を 呈 し言 黒 く焼

雲 母 を 含 む ／焼 成 ：良 好 ！色 調 （外 面 ）赤 褐 梱　 り、 ＝縁 部付 近 で わ ず か に外 反 す る 。 林 部 の 器　 成 。一つ

1 玄 室 床 面 高 林 霊 禁 断 面 藩 褐 ／残 細 江 縁 掴 ％ 欄 警 震 票 2 芸 孟 言 浣 富 子芸琵｝霊 漂 霊 謡 芸 漂 ；　　　 芸‡、。云85 も

脚 部 内面 の絞 りは 弱 い 。‥）器 面 磨滅 の た め 、林 部 め

脚 部 の 調 整 お よ び脚 部 と林 部 の 接 合 は 確 認 で き

ず 。＿）

日 経 1丘7 ノ！脚 基 部 径 3，8ノ用邸端 部 径9．6／器 由 2．5／7　圭不部 は 底 部 の 面 が 広 く、 や や 急 な立 ち上 が りで　 内 4 外 面 と も に灰 自

胎 土 ：や や 粗 ／蘭 径 ．「～ 叡Ⅷ の 白 色 粒 を石 英 ・ 端 部 付 近 で す ぼ まる 。）卿 端 部 射 司様 に 丸 く収 め 、「色 の付 着 物 1°

8 玄芸誓綱蓋還 浣芳認慧漂夕霊漂£？芸警慈≡喜一≡≡蓋蓋菜三善憲藍窯曇～　　　 794瀾
杯部と脚部の接合の粘土庄着痕あり。）不定方向

の夜ナデ調整。〕脚部内面にみられる絞りは弱い。二）

二径蟻，2／卿基部径3．2／卿端部径9．3／器高12．8／ 杯部と脚部が別であったが胎土と焼成から桓「一　外面 に灰 色の付着

胎土　 やや租！離 鉦 へノ3mmの白色粒 の石英を　 個体と判軋 林部は端部付近で内傾する。－）林部　 物。林部 と脚部が”ノー－A

含む′／焼成 ‥やや不良／色酢 外面）浅黄馴 句＝痛 は一部板ナデ調乳 外面は不定方陣 〕板ナ　 部赤褐色を呈す・。　 7 e 23 や

9　 玄室床面 綱　 面）浅黄橙（断面）赤褐／残存率 ‥［二胤 服。％）4 デ調整誹 潮 と脚柱部の接合痕は明瞭圭 確認で 43 e 188 4
訂。J 舶 部 7 0％）　　　　　　 書芸霊 這禁 警 晋這：禁 孟；芸孟宗呂霊 芝　　　　 195 9 307

下がる。。脚部内面の指オサエほ強い。肺部内 の

外面ともに磨滅により調整は確認できず。二つ

汀径15，6／脚基部径2，7／卿端部径9．9／／‾器高 13，1／ 林部から「＿＿＿j縁部は緩やかに飢 一汁 る。－〕「］縁端部　 内面 に灰 色の付 着

胎土 ：やや粗！離 勘 へノ3mrnの自色粒 e石英 e　は欠臥 、林部と御柱部の接合は指オサエ。－）林部　 物。一一一一一一一一・一部黒 く焼成く′）

10　 玄室床面　　　　　　　 。欄 潤滑 票 諾 譜 漂 漂 一志筑 豊 畿 全榊 勺に磨滅く二） ．178

30％ 欄相浦箔（用　　　　　　　　　　　　 い。脚部は内 や外面とも磨滅 しているため、調

磐は不〔柳靡。

＝径16．4／脚基部径3．6／脚端部捜鍼′／器高12風／ 林部と脚部が別であったが、焼成と胎土により　内 や夕滴 に少量の灰

貼」二：密！直径トノ執れmの白色粒 ∴石英 9雲母　 匡「一一A個体と判断。）林部は＝縁部付近でわずかに 色の付着物。二）

を含む／／焼成 ：良好／色調（外面）赤褐（内面）浅　 内傾する。〕林部外面は様方軋　 内面は「－i縁部と

玄室床面 上、＿＿、1　 黄橙（＿断面）赤褐／′残存率 …＝縁部3（門も∵脚端　 底部は横方軋 i柄 とは縦方向の板ナデ調整。）脚　　　　　　　　　　 238 02車上

＝ 部20％　　　　　　　　　　　　　　　　 部は端部ですぼまる。二）脚部は内 e 外面共に横　　　　　　　　　　 499

m 題〇 m － ■ S l 方向の板ナデ調整 r‥）林部と脚部の接合は指オサ
エと板ナデによって接合および器面の調整を施

す。二）

1・1（）・－



第慧嚢　出藍豊踊器観察衷②
（）内の数値は複几　残存の法憲

法遠来 五ト 胎 土 ゆ焼 成 e 色 調 e 残 存 率 特　　　　　 徴 備　　 考 上げ番号

12
玄 室 床 面

i

高 塚

日 経 疑藩 ！脚 基 部 径 3。5／磯 雄狛 雄 径 往路 ／器 高 杯 底 部 か ら ＝ 縁 部 に か け て 緩 や か に 立 ち 上 が 内 0 タ摘 ‾＿綾　 に j元 色 献上 I振主

（ほ 2 ） ！肝＝二：や や 粗 ／‾＿封 碧い ノ加 m の 自 色 粒 ぢ る 。〕 脚 端 部 は わ ず か に欠 損 し、 端 部 付 近 に わず の 付 着 物 。〕 杯 部 e 肺 635 ぁ3028

石 英 。雲 母 を 多 く含 む／／焼 成 ：良 好 ′／／色 調 （外 か な 凹 み を 有 す る。〕脚 部 内 面 の 絞 りは 強 い 。 杯 部 と も に－…∴郎 赤 褐 色

面 ）浅 黄 橙 （内 面 ）浅 黄 橙 （断 面 ）赤 褐 7／残 存 率 ： 部 ゆ肺 部 と もに 磨 滅 。 林 部 内 面 も外 面 と も に不 を呈 す る。ノ）

目線 部45 ％ ふ肺 端 部灘 悌 定 方 向 の 校 ナ デ 調 整 。 杯 底 部 と脚 部 は 接 合 痕 が

み ら れ る 。

i

i3
玄 室 床 面

日 経 錐沈 ／肺 基 部 径 3。5ノ／肺 端 部 径 脇 併 器 高 林 部 は 夕日 二方 に閃 く。二，脚 部 は や や 急 に開 き 、脚 内 e 外 面 に 少 巌 の 灰 754

i

（寮 の ／胎 土 ：や や 粗 ／′直 径 上 ノ4mnlの 自 色 粒 ゆ 端 部 は 欠 損 して い る。）林 部 内 面 はt i縁 部 付 近 は 色 の 付 着 物 ニノー

石 英 を 含 む ／ノ焼 成 ：良 好 ／／色 調 （外 面 ）赤 褐 （内 横 方 向 、 ＝ 縁 部 か ら底 部 に か け て は 縦 方 向 の 板

面 ）赤 褐 欄 テ面 ）赤 褐 ／残 存 率 ：目線 部 併用ら∵畔 ナ デ で 調 整薫 れ 、 外 面 は不 定 方 向 の 板 ナ デ で 調

端 部 90 ％ 整 さ れ る が －、磨 滅 に よ り一 部 しか 確 認 で き な斗㍉

脚 部 は 内 面 の み横 方 向 の板 ナ デ が み られ る 。二う

ヱ4
玄 室 床 面

東 上

日 程上賂湖 ／ノ肺 基 部 径 3之／瀾 端 部 径 用 丑／器 高 林 部 は ‾注射寸気 味 に 立 ち士 が 娠　 端 部 は わ ず か に 794 0795 か

（12ぶ ／j紅 ＿i二：や や粗 ／‾i離 別 ′一一・㌧ノ3mm の辛 睦 頭上 欠損 して い る 。 脚 部 は下 方 に 開 くジ　脚 部 内 面初 3（〕鋭主

石 英 6 雲 母 を含 む．／焼 成 ：良 好 ′7／色 調 （タ軸離 赤 絞 りは 強 く、 中 心 か ら外 側 に 向 か うナ デ が 確 認 3086

褐 （満 面 ）淡 樟 （断 面 ）明 赤 褐 ！残 存 率 ：I で き る。。杯 部 は 内 面 …外 面 共 に横 方 向 の 板 ナ デ 、

渕 ％ p肺 端 部恍 悌 杯 底 部 付 近 の 縦 方 向 の 板 ナ デ が wv、－パー′ふ部 確 認 で き

る。 脚 部 と 杯 部 は 指 オサ エ と板 ナ デ に よ り接 合

す る。

ま5
玄 室 床 面

高 林

＝ 径 不 明 ／′層 基 部 径 不 明 ／脚 端 部 径 不 明 ／器 高 杯 部 中 位 か ら脚 柱 部 まで が 残 存 。、＿う　内 ヴ外 面 と も 462

（軋り ！胎 土 ：や や 粗 ／濱 径 上㍗ 間 の 自色牒 ト に磨 滅 。） 調 整 は 不 明 瞭 。 杯 部 と脚 部 の 接 合 は 指

石 英 の雲 母 を 含 む／焼 成 ：や や 不 良／色 調 （外

面 ）浅 橙 （内面 ）赤 褐 （断面 ）赤 褐 ／7残 存 率 ：不 明

オサ 工 と板 ナ デ に よ っ て器 面 を調 整 す る 二つ

16
玄 室 床 面

高林

＝ 径 不 明 ！脚 基 部 径 3．6＿／′肺 端 部 径 H 」／器 高 杯 底 部 か ら肺 端 部 に か け て残 存 。 林 部 は や や 急 内 をタ摘 雨 二少 量 の 灰 7机

i

（、脇 9 ）／／胎 土 ：や や ‥粗／喜 径甘～ 如拙乃 自 色藩 主 な立 ち 上 が りが み られ る．。 脚 部 は端 部 に か け て 色 の 付 着 物 。－′＿，

i

石 英 e 雲 母 を 含 む′′／焼 成 ：良 好 ／7′色 調 （タ軸狛 緩 や か に 開 き、 脚 裾 部 はや や 厚 い 。 脚 部 内 面 は

直 上 赤 褐 （内 面 ）沫 樟 （断 面 ）赤 褐 ／残 存 率　 酢 端 部 端 部 付 近 で 横 方 向 、 脚 底 部 か ら 「i縁 部 に か け て

8（〕％ 縦 方 向 の 板 ナ デ 調 整 。 胸 部 と林 部 は 指 オ サ エ と

不 定 方 向 の板 ナ デ に よ り接 合 し、 調整 す る 。一つ

17
玄 室 床 面

高 塚

！

日 経 不 明 ノ77！脾 基 部 控 え8／卿 端 部 径 9．9／器 高 杯 底 部 か ら榔 端 部 にか け て残 存 。 林 部 は 内 湾 気 封∵ 29三上

雄 用 「 ／膳＝二：や や 粗 ／／直 径 1′一・㌦ノ4mm の 白 色 粒 e 味 に 上 方 に の び る 。つ　脚 部 は端 部 付 近 で わ ず か に 403

石 英 0 雲 母 を含 むノ／焼 成 ：や や 不 良 ／色 調 （外 外 傾 す る 。〕 杯 部 や脚 部 共 に 内 か外 面 が 磨 滅 の た

面 ）赤 褐 （満 面 ）赤 褐 （断 面 ）赤 褐 ／‘残 存 率 ：脚 端

部 70 ％

め 、調 整 は確 認 で き ず 。－

18
玄 室 床 面

＝径 不 明／脚 基 部 径 3，6／脚 端 部 径 9．2／器 高 甘 6） 杯 底 部 か ら肺 端 部 まで が 残 存 ＿ニー〕脚 部 は 緩 や か に 内 もタ出離 二少 巌 の 灰 3 1 や302∠巨

／！胎 土 ：や や 粕 ／／直 径 1 ノ㌦′3m の 巨－：‥‥i色 粒 や石 英 e 下 方 に 開 き、 脾 端 部 は丸 く収 め る 。 脚 部 内 面 に 色 の 付 着 物 。つ　内 0 外 306O

雲 母 を 含 む ／焼 成 ：や や不 良 ／色ぷ択 外 面 ）浅 黄 不 定 方 向 の 幅 約 3mm、 一長 さ薪鐙描ぼ津】1線 が 4 ヶ所 面 一一一一ふ部 赤 褐 色 を 呈

橙 （内 面 ）浅 黄 橙 （断 面 H を黄 橙 ′！残 存 率 ：脚 端 み ら れ る 。 内 e 外 面 共 に器 面 が 磨 滅 して い る た す 。－）脚 端 部 の 一一′′′ふ部 が

部60 ％ め 、調 整 は不 明。ン 黒 く焼 成 。〕

19
玄 室 床 面

コ ツ

「1径 4ノー0′7／器 高 7。1′／胎 斗∵ ラ紅／直 径 1mm の 長 石 や 外 面 は 指 オ サ エ 、 内 面 調 整 は指 ナ デ で あ る が il 外 面 ユ箇 所 に 縦 長 の 27 0 ＿1鮭「

石 英 e 黒 雲 母 を 少 量 含 む ／焼 成 ：良好 7／色 調 （外 縁 部 に は 指 オ サ エ が 残 存 。 器 壁 は 底 部 が 厚 く、 黒 斑 が み られ る 。〕 602 8

プ 形 面 ）痍 黄 （内 面 ）浅 黄 （断 面 ）明 赤 褐 ／残 存 率 ：体 立 ち上 が りの 部 分 は や や 薄 くな る もの の 、 「1線 内 面 と ＝ 縁 部 の ノ、A部 こ3032 0

土 製

［」川．＿了

部 90 ％ 部 に近 づ くに した が って 再 び厚 くな り、 「揉豪端 に 朱 が 付 着 。） 3036 p

部 は や や 薄 くな る 。 ＝ 縁 部 内面 は 開 き気 味 て〕 ＝

縁 端 部 は平 組 で 、底 部 の形 態 は 丸 い㍉

3082

玄 室 床 面
紺

「寮 婆7－5／器 高 3．75／胎 土 ：密 ／在 径 1m 以 下 の 赤 底 部 は休 部 に か け て 緩 や か に立 ち 上 が り、 体 部 内 部 よ り」二製 九 一一一泊8

20

色 粒 e 白 色 粒 を 含 む ／′ノ焼 成 ：良好 ′／色調 （外 面 ） 中 ほ ど よ りや や 上 で 屈 曲 し肩 を 成 形 し、 や や 内 点 鉦 圭 ）

黄 樟 （内 面 ）黄 樟 （断面 ）黄 樟 ／残 存 率 ：完 形 醸 し な が ら立 ち 上 が り 、 「‾1縁 部 を 成 形 ．。 （21）よ

り 紅 扁平 な 体 部 ここ）外 面 頸 ・目線 部 に は横 ナ デ 調

整 、体 部 は 板 ナ デ 調 整 。）内面 底 e体 部 は ナ デ 調 整 。＿j

21
玄 室 床 面

柑

「‾‾！径 （8U2） ノ／．器 高 （4 ．g） ／胎 土 ：密 ／湛 径 0．1mm 底 部 は休 部 に か け て や や 強 く立 ち 上 が り、 体 部
3 1 ∴俳主

572 9 621 e

30鉦巨

3077 8

3（）90

の 金 雲 母 を 多 く 、 長 石 を少 量 含 む′7／焼 成 ：良 最 大 径 を 中 央 や や 上 に 作 り、緩 や か に 屈 曲 し肩

好 ／色 調 （外 面 ）明 赤 褐 （内面 ）橙 （断 面 ）樟 ／残 存 を成 形 。）頸 部 は 強 く屈 曲 し、＝ 縁 部 は 外 反 す る′、

率 ：休 部 50 ％ ＝縁 部 e頭 部 内 外 面 に は横 ナ デ調 整 、 体 部 内 外

面 に 倒 潰方 向 の 板 ナ デ 調 整 、 底 部 内夕輔狛二は 不

定 方 向 の 棟 ナ デ 調整 。

器高温。～摘。艶m平均臓。配m纏測る。（8）の（豊3）の（腿は玄室床面直上淘（9）ノ甑（且2）は玄室床面

上層で出土している。塚底部に面を有し言埠部から田縁部にかけて直線的に立ち上が　滝　田縁端

部は丸竃収める。（8）0（釦は描線端部に内傾する面がみられる。脚桂部は直線的で儀拍∴月餅陪部

はやや疑るもの（8）淘　直線的なもの（9）の（鼠の）の（且4）、小さな段を有するもの（旺主上眩い0潮に

細分登頂る。卿端部はいずれ　丸　収める。B類はいずれ　脚部は内面の校　が強　淘　肺端部か

ら卿裾部までが高い　のが　点中　点を占める。組釦はこの中では棒部の開き方が太きく、高さ

が低い。脚部内面には強齢校　の痕跡とと　に脚桂部と裾部の間に小さな隙間がみられる。

接合検討を垂ねたに　関わらず淘　杯部の形態が確認で　ない高塚が複数個体あ　淘　このうち

拍封～組釦の4点を園化した。この4点は磨滅の剥離のため潟　調整が不明な部分が多い。q釦は

－′一つ1－－－－－－．▼



玄室床面直上の中央付近で出土し、原位置を保っていた可能性がある。持5）の（鼠7）の（鼠8）は玄室

床面上層で出土している。（16ト（温8）は棒底部から脚端部まで残存し言粛）は杯部と卿柱部まで

残存する。（15）の（温7）は杯部が中位まで残存し淘鞘汚ほ急な角度で立ち上がる。脚柱部は直線的

で浅い段を設け、直線的な（且6）とやや外旗する組7）の（鼠8）に細分できる。（鼠5）の（蟻）は均灘と脚

部の接合の調整痕がみられる。脚部は全て中実であり淘脚部内面にみられる絞りの痕跡に強弱が

あるが、その違いは棒部の形態との対応がみられない。（鼠3）の内面のわずかな隙間がみられる点

や髄）の脚基部に一部板ナデの痕言4津みられるようなタ滴の指オサヱの痕跡などから鴻脚部

は脚柱部と脚裾部を別作りで接合し淘調整した可能性がある。

ヨッブ形土製品　床面上層から　点は釦出土している貸沼図）。一見するとコップ形のイイダ

コ壷のように見えるが淘イイダコ壷に特徴的な紐孔がみられないことからイイダコ壷ではないと

判断した。内面と描線部の一部には朱の付着が認められ、祭祀用土器の可能性が想定できる。外

商調整融旨オサエ淘内面調整融旨ナデであるが描線部に融旨オサエ痕が残る。タ滴には縦長の窯

斑がみられる。器壁は底部が厚く体部はやや薄くなるものの、田縁部に近づくにしたがって再び

厚くなり淘日録端部はやや薄摘る。そのため打線部内商は開き気味になる。描線端部は平坦で

底部の形態は丸みを帯びる。

増　玄室内より　点紹銚のは鼠）出土している第期図）。と　に床面は層から出土している。底

部は体部にかけて緩やかに立ち上がり淘体部中ほどよりやや上で屈曲し肩を成形したあと、やや

内傾しながら立ち上がり、描線部を成形している。休部は（19）よりも扁平な形を皇す。頚の招縁

部夕滴には横方向のナデ淘僻iSには擬ナデ状の調整を施す。内面体の底部はナデ調整である。内

部からほ計滋点の土製丸王が出土した。副葬品として納入されていたと考える。緒Dの底部から

休部にかけてやや強く立ち上がり、体部最太径を中央やや上に作り鴻緩やかに屈曲し肩を成形す

る。頚部は強く屈曲し言剥離瞳は外玩する。［二蘭部の頸部内夕滴には横方向のナデ淘僻汚内夕滴

には横方向の板ナデ、底部内浦には不定方向の板ナデがそれぞれ施されている。

て・う，，、　ミ‾ユニ：ゝ、：

須恵器は玄室床面上層では太半が破片で出土し淘床面直上では完形に近い棒身㌶不義、右袖付

近と石屋形付近で壷や横瓶の破片が出土している第調の測図）。なお淘須恵器の内淘杯身減量、

高杯については鞠平成摘年度報告書にて掲載しているのでご参照願いたい。

施　奴は接合により狛封盟主建都確認で　淘全て床敵ヒ層から破片で出土している。残存率

の低い紹2）は休部閉じを確認できなかったが、出土した2点と打線部の頚部の僻瞳の一部の破片

から鼠と判断した。器形は頚部がラッパ状に外反し淘口径が休部直径をと回る。（22）の（23）のロ

縁部は内側にやや屈曲するが言24）は日縁部が外傾する。3点ともロ縁端部をつまみ出して成形

している。頚部上位では（23）の建都は外面に鋭㌻稜を有し言霊は鈍い稜が　条みられる。（23）

のみ内面に　条の浅い洗練が巡る。3点とも肩部の張射ま弱く淘休部は球形を成す。調整はロ縁

部から体部は回転ナデ調整海底部は回転へラケズリを納言豊津建都の底部は回転へラケ刺

後、ナデ消しを酌も、底部に丸みを帯びる○底部および休部の閏孔付近に指オザエの痕跡が残存

する。頚部の体部の内面は回転ナデで調整し淘（22）の纏綿£調整が租准なためか頚部および底部

内面には鴻粘土紐の巻き上げ痕が残る。（22）は頚部から体部にかけて鼠細あたり針＋旺本のカキ

ーur－112・－
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1．5r11（石室）
30crll（須恵器）

第30図　主体部須恵器出土状況図才（床面直上）
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第31図　主体部出土須恵器実測図亘、）（施1：3、壷・蜜1：4）
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31　∵一撃妙汁詑

第32図　主体部出土須恵器実測図し憂当1：4）

メを施し淘（24）は頚部上位に櫛措波状文が遜招信∴頸部から体部にかけて旺mあたり　～摘本のカ

キメを施す。また淘　建都は頸基部付近に接合痕がみられる。

頚部の形態鞠　調整鴻　また体部に文様が施されず頚部上位に波状文の文様帯のみが巡る特徴な

どを踏まえると淘　田辺編年のTK摘型式併行期に該当する。その中でも頚部の最頸化がみられ

ず淘休部に文様が確認で　ないことから淘　描線部の形態と器形の特徴から類似する綾2）ゆ（24）は

TK摘型式併行期の中で　型式的に新段階の様相を皇する。

壷　壷は台付壷が　慮紹封出土した。綾封は淘　玄室床面直上の右袖付近からほぼ完形の状態で

出土した。休部中央付近には2本の凹線が巡り、その間に櫛措列点文を施す。描線部から体部中

位にかけて回転ナデ海底部は回転鵜ラケズ射晋調整され濁。肩部から休部上位にかけて鳥の足先

のように3方向に3本の線からなるへラ記号がみられる。脚部は安定性を欠き淘　方形の透かしが

一・一1（i－－



第詔寮　出藍璃慧器観察嚢
し）内の数値は復花　残有の法；ド

法 量 （cm ）．胎 上 欄餌 紅 色湖上 ロ グ ロ回載豆 乳存 率 特　　　 徴 備　　 考 粧 圧 げ番号

i

22
玄 室 床 面

石臼

廿 径 甘如 上 ′′′器 高 （、13の ／ノ艶 基 部 径 （5。3）／′徽 土 頚 部 は ラ ッパ 状 に 外 反 し、 「i縁 部 は や や 内 に 傾 円 孔 と 頭 基 部 径 は推

4 665

密 ′！直 径 ノ㌔ノ　mmの 自色 粒 を 少 量 含 むノノノ焼 成 ：良 き 、端 部 を つ ま み 出す 。 外 面 の 頚 部 上 位 に ‾1条 ノーーユーザ

好 ＿／7／色 調 ニ（外 面 ）育 成 （内 面 ）青 痍 （断 面 ）青 灰 の 鈍 い稜 が 巡 る 。二つ　肩 部 の 張　 は弱 上　 体 部 は 丸

′／′ロ タ ロ 回 転 方 向 ∴綜 ／′残 存 率 H ＿減れ （％ 6頚 み を帯 び る 。 円 孔点 確 認 で きず 。二）タ柄 如意頭 部 か

題 部 60 ％ ‥体部 款．％ ら体 部 に 回 転 ナ デ 調 整 を し 、底 部 は 陣 転 へ ラケ

ズ リ で ナ デ 消 し。－ぅ　底 部 は指 オサ ニ ー　内 面 は 全 体

に 陣転 ナ デ 調 整 、 底 部 に は粘 土 組 巻 上 げ 痕 が 残

存 。二〕粘 ＿」二の盛 り上 が りが 中心 に み ら れ る 。一一ぅ

23
玄 室 床 面

施

しけ削 2．5／′器 高 ‾1、3．9／頸 基 部 径 5－7ノ77′′駄 ＿L ：密 ／．濱 頚 部 は ラ ッパ 状 に 外 反 し、 目線 部 は や や 内 側 に 休 部 外 面 の 上 位 が 赤
i

57

径 上 一茂紺 の 白 色 粒 を少 量 含 み 、 石 英 を若 半 合 傾 き 、 端 部 を つ まみ 出 す 。）外 面 の 頚 部 上 位 に 1 く焼 成 。－〕
む／／焼 成 ：良 好 ／′′色 調 （外 面 ）育 成 （内 面 ）青 痍 条 の稜 が 巡 り、 内 面 に 沈 線 を有 す る 。 肩 部 の 張

（′断面 ）赤 褐 ご／ロ タ ロ 回転 方 向 ：右 ′／残 存 率　 ＝ り は弱 く、 休 部 は 丸 み を帯 び る。、体 部 上 位 に 匿

縁璧 撒㍉頚 部 I〔肝 縮 体 部 95 ％ 径 川 棚 の 円孔 を 穿 つ 。外 面 は 頭 部 か ら体 部 に 桓i

転 ナ デ調 整 、 底 部 は 桓i転 へ ラ ケ ズ 圭一　底 部 と円

孔 付 近 は指 オサ エ 。〕内 面 は 全 体 に 陣 転 ナ デ 調 整 。、

底 部 は粘 土 組 巻 上 げ痕 が 残 存 。－ラ

24・
玄 室 床 面

施

日経 13．2／器 高 A ノ頸 基 部 径 6 ．5／／胎 土 ：密 ′／領 一 頚 部 は ラ ッ パ状 に 外 反 し、 ＝縁 端 部 を つ まみ 出 暗 緑 色 の 自然 袖 が 内
上

16（）

径 （）を5mm の 白 色粒 と石 英 を含 み 、直 径 2 ′～－′識 m の す 。 頚 部 ＿雄 圭に＿1＿条 の稜 が 巡 り、 ユノ㌦′1．5cm の 幅 に 外 面 全 体 の 55 ％ か か
自色 粒 を少 量 含 む／′！焼 成 ：良 好 ご／色 調 つ 外 面 ） 櫛 描 波 状 文 が 巡 る 。〕 肩 部 の 張 りは弱 く、 休 部 は る く′）
灰 自 碑 摘 侶 勅 封 断面 ）灰羊 レロ タ ロ 回 転 方 向 丸 み を帯 び る。 体 部 上 位 に 直径 ‾Lお m の 円 孔 を 穿
右 ／残 存 率 ：＝縁 鮮悌 増鋸 尉 ∝悌 ・休 部 江府％ ？ ・二 外 面 は ＝縁 部 か ら休 部 に巨可転 ナ デ 、 底 部 は

陣 転 へ ラケ ズ リの ちナ デ 消 し㍉体 部 の 円 孔 の 下 、

数 ヶ所 に8 ノ・＼ノ脇 本 ′′／。王11の カ キ 来。 底 部 と 附 し付 近

に 指 オサ 工。〕 内 面 は 全 体 に 回 転 ナ デ 調整 、 弱 い

粘 土 紐 巻 上 げ 痕 が 頭 部 と底 部 に残 存 。－

25
玄 室 床 面

直 上

台 付

＝ 径 針絡 頸 基 部 径 7ダ0！脚 基 部 径 3。5／胸 端 部 径 目 線 部 は外 傾 し、 端 部 は 丸 く収 め る。）頭 部 は 「二！ 肩 部 か ら 体 部 に か

736

7〃5／器 高 15α 鳩 目∵ 密 ／！直 径 1m 前 後 の 白 色 粒 縁 部 付 近 で さ ら に す ぼ　 る 。 休 部 中央 付 近 に は け て 上 面 か ら灰 が か
を少 量 含 む ／焼 成 ：良 好 ／色 調 ：（タ沌 汗 音灰 （内 2本 の 凹 線 が 巡 り ．、そ の 間 に櫛 措 列 点 文 を 施 す 。二つ か っ て い る 。
面 ）育 成 （断 面 は 細 く／残 存 率 1 ‾‾‾i縁 部 9（＿）％）i体 脚 端 部 は わ ず か に 上 方 し 丸 く収 め ふ 。調 整 は ＝

部 95％ 縁 部 か ら休 部 に か け て 回 転 ナ デ 、底 部 は 陣 転 へ

ラ ケ ズ リ が施 さ れ る 。二）肩 部 か ら体 部 上 位 に か け

て 3方 向 に3 本 の 線 か らな る へ ラ記 号 が 見 られ る
ト 一定 の 間 隔 で あ る わ け で は な く偏 る ）′一つ　脚 部 に

3 方 向 透 か し 〕

26

玄 室 床 面

径 ．ほ 。4／′ノ頸 基 部 径着日ノ休 部 最 大 径 ‾．丘2／器 高 一半l縁 端 面 に 弱 い 凹 線 を 巡 ら し、 端 部 ‾紅 出 二は 2

ヱ85 も275 ザ28＿1 8

1．4．5！胎 土 ：や や 粗 ／直 径 1．ノ、－3mm の i二三二i色 粒 を少 条 の 沈 線 を 有 す る ．。 年商 に は沈 線 が ト条 巡 る 。一つ

巌 含 む／／焼 成 ：や や 不 良 ／色 調 つ 外 面 ）浅 窯 頚 部 は や や 外 反 。 体 部 最 大 径 は 中 位 に 位 置 す

i二層 灰 （内 面 ）庚 自 摘 柄 の 浅 赤 褐 ／残 存 率 1 ‾‾i縁 部 るこ。 調 整 は 「i縁 か ら休 部 中 位 にか け て 回 転 ナ デ 445 ヴ665 6 739 も

直 上i　 喜 25％ 〃体 部 55 ％ 中 位 は さ らに 回 転 へ ラ ケ ズ リ 。）休 部 下 位

か ら底 部 に か け て は 回 転 へ ラ ケ ズ リ、 体 部 内 而

全 体 にナ デ 調 整 。）

740 5 74－2 9 817 0 二号（‾）4－8

27
玄 室 床 面

藤 」二
窯

＝ 径 接 骨 頸 基 部 径 12．8／体 部 最 大 径 20‘レ／器 高 目線 部 は夕日剣に 肥 厚 し、 面 を有 す 。一一ク　端 面 は ノ、ケ 外 面 は 約 30％ は 明 灰

756

19．5／j軋 二i二：密 ／濱 径 路】壷離変 の 自雄摘 む 雲 母 を メが ユ＿層 巡 るが 不 明 瞭 。） 内 面 は 半 周 ほ ど 凹線 が 色 、約 15％ は 明青 色 。

少 巌 含 む／焼 成 ：良 好 ／／色 調 つ 外 面 ）庚 自　 内 巡 る。＿∴頭 部 は ‾‾‾亙線 的 に 立 ち士 が 娠　 休 部 最 大 径

面 ）灰 自 （断 面 ）灰 ！！＿号／′残 存 率　 目 線 部 95 ％ e体 の 位 置 は 中位 と な る 。〕内 面 全 体 に 同心 円 当 具 痕

部 95％ が 見 ら れ る が 不 明 瞭 、 体 部 上 位 か ら 中位 に か け

て 当 具 痕 を ナ デ 消 し。㍉外 面 は 上 位 に お い て4 ノー㌦一一6
本 ／cm の カ キ メ 、 中 位 は格 子 タ タ キ で 整 形 。 下

位 か ら 底 部 は格 子 タ タ キ ー後 、 7 ′一㌧′9 本 ′77／′cm の カ キ

メ。二，底 部 の vA、′ん、ムー部 に タ タキ 。〕
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上 層

「！径 14∴8／頸 基 部 径 は腸 ／体 部 最 大 径 22，3／r器 高 ！1 縁 部 は 外 側 に肥 厚 し、外 面 に 沈線 が ユ．条 巡 る 。 体 部 中 位 の カ キ メ

獣巨 86 ∵用 2 4 ∬ 「

ユ＿09 0 147 。156 す
ユ9（ト 24－2 。358 ゥ502

22．9／／胎 土 ：密 ／／‾l射 姜 mm 前 後 の 巨：三‾＿1色 粒 を 含 む 頚 部 は直 線 的 で 目 線 端 部 は 丸 く収 め る。）休 部 は 上 に 複 数 の 指 紋 が 残

／焼 成 ：良好 ／色課「 （タ摘 汗青 灰 （内 面 ）青 灰 （漸 肩 が 強 く張 り、最 大 径 は 体 部 上 位 と な る ．。－ぅ　休 部 存 ご′）

面 ）青 灰 ／残 存 率 1 斗縁 部 ぶ．粕 ‥e体 部 85 ％ 全 体 に 平 行 タ タ キ 、　　　 中 位 で は タ タ キ の 上

か ら　 ′一・㌔”一一＿H＿本 ！cm の カ キ メ 。）カ キ メ は全 体 的 に は

＝ 縁 部 と ほ ぼ平 行 に 巡 る が 、 ”ハ一、－－、－－一部 異 な り、 肩 部

付 近 で は左 上 方 か ら右 下 方 へ 、 体 部 中位 は左 下

方 か ら右 上 方 へ 巡 る 。〕 休 部 下 位 か ら底 部 は タ タ

キ 後 ナ デ 消 し。一つ
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iA
ま　ル

＝ 径 16‘1／頭 基 部 径 11．577／．休 部 最 大 径 22．0／器 高 ＝ 縁 部 は歪 み 、外 側 に 肥 厚 し面 を有 す 。） 外 面 は 外 面 は 体 部 上 位 の

83 も128 ・136 e 192 や

2餅＿主 3蟻㍉ 3監「
384－e 4嫌主 4㌘主

449 か47∠「 479 e

489 e 497 ・747 8
80（主1 調狛

23．77／確自 二：密 ／南 径 1 m 以 下 の 自 色 粒 を 含 む 稜 が ．1 増 し 、 内 面 に エ ビナ デ が 1 条 巡 る 。二）端 部 W－V一一一一′－4部 で 暗 赤 色 が 見 ら

′／焼 成 ：良 好 ／色 調 ：（外 面 ）暗 赤 灰 （内 面 ）青 灰 直 下 に弱 い ㍗摘む∴頚 部 は 強 く外 反 し、体 部 か ら れ 、 頚 部 か ら休 部 上

（断 面 ）灰 赤 ／残 存 率 ：＝ 縁 部 90％ ・休 部 90 ％ 「j縁 部 は カ キ 木 。 内 面 に 1 条 の ユ ビ ナ デ 。、ぅ　体 部

最 大 径 は 中位 に 位 置 し、 外 面 中位 に9 ～ 日 本 ／‘cm

の カキ メ。－） そ の 上 か ら体 部 全 体 に平 行 タ タキ ．こ〝＿1

タ タキ は左 上 方 か ら右 下 方 に む け て施 さ れ 、 下
位 で は タ タ キ が 交 差 。つ　内 面 全 体 に 同心 日 当 具 痕

が 見 られ 、 上 位 か ら頚 部 にか けて は ナデ 消 し。二3

位 か け て 灰 白 色載 南

無 軸 が か か る 。）
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径 膵U9／頸 基 部 径 12．5ノ′／体 部 最 大 径 22．6／／器 高 ＝ 縁 部 は弱 い 沈線 が 外 面 に 2条 、内 面 で㌦H 条 巡 外 面 の 体 部 上 位 に は
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22ゑ／胎 土 ：密 ／′‾‾酎 酎 ノー一㌦－3m 以 下 の 白 色 粒 を多 る 。）頭 部 は左 右 で 角 度 が大 き く異 な り強 く外 反 。－ぅ 青 灰 色 も見 ら れ る く－〕

く含 む ／ノ焼 成 ：良 好 ／色 調 （外 面 ）階 育成 （内 面 ） 休 部 最 大 径 は 中位 に 位 置 し、 タ摘 自 二位 か ら 中 位

晴 育 成 （断 面 ．）青 灰 ／残 存 率 ：「！縁 部2劉 い 休 部 に は 平 行 タ タ キ 。－ぅ　タ ダキ は 不 明 瞭 、 空 自 部 分 も

70％ あ る 。）底 部 付 近 の み タ タキ が 交 差 す る部 分 が み

られ 、 底 部 が 2 ヶ所 「i－＿IIむ 。 底 部 タ ダキ は部 分 的

に ナ デ 消 し。。休 部 内 面 は 頚 部 か ら休 部 上 位 ま で

当 て 其 痕 を ナ デ消 す ．。う　器 壁 の 薄 い 部 分 は タ タ キ

整 形 だ け で な く、 内 面 もナ デ 調 整 され て い る 可

能 性 あ り．。 体 部 下 位 に は 当 其 痕 が 残 存 す る が 、

複 数 回 当 てろ れ て い る た め 重 複 関 係 の 判 定 は 困

3ま．

玄 室 床 面

直 上

「i径 12 。3／7ノ頸 基 部 径 9．7／休 部 最 大 径 33．2／器 高 頭 部 は 横 長 の 体 部 か ら や や 直 線 的 に 立 ち 上 が ＝ 縁 部 に 粘 土 が 融 9 ・24 ・28・鉦 酢戌 上 沼
27」ノ胎 土 ：密 ／［封 削 ノー1㌦ノ　mm の 白 色 粒 ぜ黄 褐 色 粒 り、 目 線 部 はや や謹 む 。 肥 厚 す る は 隊 直下 に は 着 して い る 。二）体 部 外 i畑 172・19か2076237守酢
を 少 量 含 紅 ／焼 成 ：良好 ／色 調 ：（外 面 ）黄 灰 月 内 沈 線 を巡 らす 。二う　′付 斗牲 面 に は 焼 成 時 に使 用 さ れ 面 に は 、約 40 ％ に オ 2酢 279f29「 322も35：主399‘
面 ト音 灰 （断 面 ）灰 褐 ノノ′／残 存 率 ：「摘献 酬 か 体 部 た 焼 台 が 融 着 。こ，小 目 内 面 に は‾直径 7．4cm の 閉塞 円 リ ー ブ 色 の 自然 軸 が く・427‘痛 ・欄「楕∴罰∴箔

95％ 盤 の 接 合 痕 。＿－　平 行 タ タ キ の 後 に 5 ～ 8 本 ／（二m の

カ キ メ。 紆 面 に は ∴ 陣 引 甘 当其 痕 が 弱 く残 存 。二つ

か か る。二つ 597欄 ト 607朝 9・（辺 絹針

633欄 2
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日 経 10．5／ノ頸 基 部 径 ㍍蟻 ／休 部 最 大 径 35．5／／器 頚 部 は 休 部 か ら緩 や か に 外 反 し、 ＝ 縁 端 部 は肥 呈．8 ・76 877 もま06 e
高 264 ／胎 土 ：密 ／商才＝∵－′2i．11m の 自 色 粒 を 含 摩 し丸 く収 め る．。外 面 は 2 箇 所 で や や 窪 む 。′）体 15：主 1髭主 294 egたい
む ／′／焼 成 ：良 好 ＿／′色 調 （外 面 ）庚 （内 藤＝灰 （断 部 ほ ぼ 全 体 に平 行 タ タ キ 、 一、－、－′、一部 ナ デ 消 し．。 タ タ 376 ・377 e 404－ザ4－92 e

直 ！二 面 ）音 灰 ＿／残 存 率　 目 線 部 959で）サ体 部 95％ キ ロの 上 か ら体 部 の30 ％ 程 度 に カ キ メ。 内面 全

体 に 同 心 円 当 其 痕 が み られ る 。－〕
669 6698 8 796 ∵用嫌主
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3方向穿たれ淘　内面の痕跡から外側から内側に穿孔されたことが確認できる。

療　婆紹転）～（灘は5点出土した。綾のほ玄室床面直上言罰）は玄室床敵ヒ層言測）の（3の）は

玄室床面上層および直上から4点と　複数の破片で出土した。紹釦は玄室床面直上の石屋形相近

習出土した。焼成が不良で軟質である。田縁端面に浅い四線が巡る。描線部から体部中位にかけ

て回転ナデによ　成形され淘　中位はさらに回転へラケズ　によ　面を作っている。世あ位は回転へ

ラケズリが行われ淘　体部内面全体にナデ調整が行われる。婆の日経の平均は蟻か激m淘　頸基部の平

均はⅢ。艶m淘休部最太径の平均は誹や私刑を測　淘　いずれ　精緻な成形掬調整である。紹7）～（測）

は描線部は主として（27）の（罰が外側に肥厚し面を有し淘　紹8）の拍緋は鬼　収める。頚部は直線

的射那）の（28）と外疲する綾部の拍緋がみられる。体部品太径は主に中位に位置し淘　紹郎のみ肩

が張り上位になり、底部は全ての個体で丸みを帯びる。4点ともタダキによ　整形され淘　紹耕法

格子タタキ鴻　池3点は平行タダキで整形されている。紹釦の纏の）は底部のタダキの痕跡が一部ナ

デ消されている。タタキ原体の形状は全体的に方形であるが淘　紹釦はナデ消されて折るため正方

形に近い形がよ　みられる。紐の～紹釦はタダキの後にカキメを施し淘　紹9）が不定方向淘飽2点

はⅢ縁部とほぼ平行にカキメが巡る。当巣の形状は主に同心隙粉乳あ娠言寓午弓測）4燕と　複

数回当てられているため重複関係を判断することは難しい。また（29）の（3の）の内面の当具癖は淘

上位から中位にかけてナデ消される。紹8）の体部中位にはカキメの上に壷を持ち上げる際に柑い

たと思われる指紋が複数みられる。（29）は頚部の…一部で工具の痕跡がみられ淘　カキメを施す際に

柑いた　のと考えられる。色調が異なる　のの形態や調整技法から緩9）の（測）は瞳那寺期のものと

考えられる。

横瓶　横瓶は　点拍鼠）の拍釦出土している。2点とも体部は菜摘球の倒卵形を墨し鴻器高野淵

前後の体部品太径茄cm前後と太きさがほぼ類似する。外商には平行タタキで整形後にカキメを施

し、内面には同心円当具痕が残る。　点と　玄室床面上層の直上で破片の状態で出土し海　将1）は

玄室床面上層で出土し海　綿釦は体部の大半が玄室床面直上の看視付近で蹴士している。（3鼠）は描

線部が肥厚して端部は丸く収める。外商には焼台が融着しており淘内面には閉塞閏盤の痕が残る。

外面は平行タダキの痕跡がみられないことから、ナデ消したと懇窺する。内面には閉塞閏盤がみ

られ満　開蘭当当薬療はその部分にはみられな齢。また鴻頚部付近にオリーブ灰色の自然軸が付着

している。拍2）の折線部は鬼　収め淘端部に面を有する。休部全体に平行タダキが施されている

が淘　一部ナデ消された痕跡幣小m付近で格子状タダキがみられる。内面全備に塀際に同心開当具

痕が確認できるが、一部凹んでいる箇所があ、閉塞した部分が確認で　る。体部のカキメが施

されている部分は淘　外面に接合した調整が確認できることから別作りと考えられる。

第詔節　頭　韻

石室内から8点の諸鐙（金環転点の鑓鐙2点）が出土している　第別図…3～郷）。材質の形状お

よび出土状況から4対になると思われる。

豊鍔　石室内よ　計　点出土した。璃釦の拍4）言35）の（36）淘（37）の拍釦が細こなると思われる。

（33）の（34）は淘玄室内より出土した。この内淘（33）は玄室内4B区床面直上にある須恵器鞠句

より出土した。また拍車はこの須恵器の直下から蹴土してお、出土位置および直径や形状から

対になるのは明白である　第測図⑳部分の棒内部および直下よ　出土）。齢ずれ　原位置を採りて

「媚予



折ると考える。拍動は銅芯金張　で縦径路緋mm淘横径摘。鵬mmと僅かに楕閤形である。断面はや

や歪な摘形で海　関　部付近では多角形状を里する。端蘭接商の中央部がや剰闘み淘　銅板をはめ

込み折　返して成形した可能性が高齢。……mM瓜部金箔が裂けている。素材の厚みは欠損部で計測する

と。mmである。拍都は銅芯登張　で舵径摘。茄mm海横径摘。茹mmと僅かに楕ル形である。断面は藷

を閏形で海　関　部付近では隅丸方形を呈する。端面接商の中央部がやや凹み海　関梅をはめ込み

折り返して成形した－摘性が高齢。－u止部金箔が裂けている。素材の厚みは欠損部で計測すると。蟻

mmである。摘釦0摘射はと机こ淘直径が太いこと淘内面に縦方向の敏が観察で　ることなどから淘

金箔を貼　付けた後淘　曲げて成形して折ると推測する。

拍封3拍釦は海　と縮三石屋形内東側の2　区砂利層内よ　出土した。いずれ　原位置を保って

折を齢と考える。出土位置および形状から対になると考える。摘封は鎌芯金張　で縦径路鮒mm淘

横径路。妬mmと僅かに掩醗形である。断面はほぼ閏形で淘　開　部付近では隅丸方形を呈する。完

形であるため肉眼観察では不明であるが淘　Ⅹ線観察および拍釦の断面観察に豊　中実であること

が確認できる。また端面（接面）は中央部がやや凹むが、金箔を張り合わせた痕跡凛閏横磯め込藩

の痕跡などほ観察等　を齢。拍釦は銀芯金張　で縦径路。茹mmを測る。全体の約朝％が欠損して

折る。断面はほぼ閏形で淘　開　部付近では歪を閤形を呈する。断面観察に豊　中実であることが

分かる。餞別の拍釦は鞠　と　にアマルガム法を用齢たと推測する。

摘封は石屋形内東側2区砂利層直上から淘　摘郎　石屋形内東側2鼠02　層砂利層内よ日朝土

した。齢ずれ　原位置を優りて齢たとは考えに約㌔が淘　ほぼ接近した位置関係にあること淘　直径

や形状から対になると考える。摘釣は鏑芯金張　で縦径摘。蟻mm淘横種別。翻mmと僅かに掩閤形で

ある。断面は歪を洞形で、開き部付近では隅丸方形を皇する。また端面（接商）の中央部がやや凹み海

関板をはめ込み折根底して成形した蘭摘性が高い。拍釦は鋼芯金張　で縦径摘。蟻mm鴇　横径別。翻

mmと淘僅かに庸閤形である。断面は蓬を閏形で海　開き部付近で那齢方形を呈する。端面接面）

の中央部がやや澄み言野津同様海関板をはめ込み折　返して成形した可能性が高い。腐牛（38）

は鞠　と机こアマルガム技法を用射たと推測する。

瞳鍔　計2点出土した。摘釦は石屋形内東側2　区砂利層内海　拍緋は石屋形東側2e区砂利

層内より出土した。いずれ　原位置を保っていないと考える。出土位置や形状よ　対になると考

える。（39）は銀製で淘　縦径22。3mm、横径霊。朝mmと淘　ほぼ正閏である。鍔化が著し、全体が錆

で覆われている。このため淘　断面形態および開　部の形状は不明瞭である。抱の）は銀製薫㌔　絡径

翻。翻mm、横径割。茄mmと淘　僅かに楕「‡形である。（諏）と同様、精機が著し　淘　全体が錆で覆われ

ていたため淘　断面形態および開き部の形状は不明瞭である。いずれ　錆化が著しいことから銀以

外の鉱物が比較的多　蔑まれていると推測で　る。

いずれの諸鐙　現時点での肉眼観察の結果に基づいて折る。詳細な製作技法淘材質などの考察

は淘　今後の科学的分析の結果を待って再度行いた齢。

第磯節　蓋　鞠

玉類は玄室内および石屋形内より多数出土した。種別としてほ勾玉の空王の管玉の算盤玉の切子玉の

鳶王の丸玉ゆ白玉もビーズ王がある。整理作業が完了していないため正確を点数は確定していな

いが淘　総数は瞞点以上になると思われる。このうち整理作業が終了した　のに誓射て報告する。
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